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序

茨城県では，市町村や県の枠を超える広域的な交流と連携を進め

るため，県土の骨格となる一般国道や主要地方道などの幹線道路網

の整備を進めています。

そこで，茨城県常陸大宮土木事務所は，円滑な交通の確保と幹線

道路強化を目的として，平成８年度から県道日立笠間線交差点から

現大宮バイパス起点までの区間を優先区間として，国道 118 号４車

線化の事業を展開しています。しかしながら，その事業予定地内に

は埋蔵文化財包蔵地である下大賀遺跡が所在し，記録保存の措置を

講ずる必要があるため，当財団が茨城県常陸大宮土木事務所から埋

蔵文化財発掘調査の委託を受け，平成 24 年９月から 11 月までの３

か月間及び平成 25 年５月から６月の２か月間にわたり下大賀遺跡の

発掘調査を実施しました。

本書は，その調査の成果を収録したものです。学術的な研究資料

としてはもとより，郷土の歴史に対する理解を深め，教育・文化の

向上の一助として御活用いただければ幸いです。

最後になりますが，発掘調査から本書の刊行に至るまで，委託者

であります茨城県常陸大宮土木事務所から多大な御協力を賜りまし

たことに対し，厚く御礼申し上げますとともに，茨城県教育委員会，

那珂市教育委員会をはじめ，関係各位からいただいた御指導，御協

力に対し，深く感謝申し上げます。

平成27年 ３月

公益財団法人茨城県教育財団

理 事 長 鈴 木 欣 一





例 言

　本書は，茨城県常陸大宮土木事務所の委託により，公益財団法人茨城県教育財団が平成 24・25 年度に発

掘調査を実施した茨城県那珂市瓜連 1402 －２番地ほかに所在する下大賀遺跡の発掘調査報告書である。

　発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

　　調査　平成 24 年 ９月１日～ 11 月 30 日

　　　　　平成 25 年 ５月１日～ ６ 月 30 日

　　整理　平成 26 年 12 月１日～平成 27 年３月 31 日

　発掘調査は，平成 24 年度が調査課長樫村宣行，平成 25 年度が調査課長白田正子のもと，以下の者が担

当した。

平成 24 年度

　　首席調査員兼班長　　　稲田義弘

　　首 席 調 査 員　　　綿引英樹

　　次 席 調 査 員　　　兼子博史　　　　平成 24 年 ９ 月１日～ 10 月 31 日

　　次 席 調 査 員　　　木村光輝　　　　平成 24 年 11 月 1 日～ 11 月 30 日

平成 25 年度

　　首席調査員兼班長　　　綿引英樹

　　次 席 調 査 員　　　齋藤和浩

　　調 査 員　　　内田勇樹

　整理及び本書の執筆・編集は，整理課長後藤一成のもと，調査員内田勇樹が担当した。

　第１号竪穴建物跡から出土した刀子及び第２号竪穴建物跡から出土した不明金属製品（鉄鋋ヵ），第４号

竪穴建物跡から出土した鉄製紡錘車の保存処理については，パリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。

　出土した人骨は，調査終了後，那珂市瓜連 1222 の草地山蓮華院常福寺にて，供養，埋葬した。
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凡 例

１　当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，Ｘ＝＋ 56,840 ｍ，Ｙ＝＋ 54,360 ｍの交点

を基準点（Ａ１a1）とした。なお，この原点は，世界測地系による基準点である。

　　この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々 40 ｍ四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を

東西・南北に各々 10 等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

　　大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ , Ｂ , Ｃ…，西から東へ１，２，３…

とし，「Ａ１区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へ a，b，c…j，西から東へ 1，2，3…0

と小文字を付し，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１a1 区」のように呼称した。

２　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

　　遺構　　Ｐ－ピット PG －ピット群 SD －溝跡 SE －井戸跡　　

　　　　　　SF －道路跡 S I －竪穴建物跡 SK －土坑 TP －陥し穴

　　遺物　　DP －土製品　　M －金属製品　　Ｑ－石器・石核・剥片　　TP －拓本記録土器　　

　　土層　　Ｋ－撹乱

３　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

　⑴　遺構全体図は 400 分の１，各遺構の実測図については原則として 60 分の１の縮尺で掲載した。種類や

　大きさにより異なる場合は，個々に縮尺をスケールで表示した。

　⑵　遺物実測図は，原則として３分の１の縮尺で掲載した。種類や大きさにより異なる場合は，個々に縮

　尺をスケールで表示した。

　⑶　遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

　　　　　　　焼土・施釉　　　　　　竈部材・粘土範囲・黒色処理　　　　　　柱あたり・煤

　　　●土器　　○土製品　　□石器　　△金属製品　　　　　　硬化面

４　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。また，土層解説中の含有物については，各々総量で記述した。

５　遺構一覧表・遺物観察表の表記については，次のとおりである。

　⑴　計測値の単位はｍ，㎝，ｇで示した。なお，現存値は（　）を，推定値は［　］を付して示した。

　⑵　遺物観察表の備考の欄は，残存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

　⑶　遺物番号は通し番号とし，本文，挿図，観察表，写真図版に記した番号と同一とした。

６　竪穴建物跡の「主軸」は，竈を通る軸線とし，主軸方向は，その他の遺構の長軸（径）方向と共に，座

標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例　Ｎ－ 10°－Ｅ）。

７　今回の報告分で，調査段階での遺構名を変更したものは以下のとおりである。

　　SK ８→ TP １　　SK86 → TP ２　　SK14 →第 1 号火葬施設　　SK75（平成 25 年度）→ SK88

　　SD ３（平成 25 年度）→ SD ４　　SD ４（平成 25 年度）→ SD ５　　SD ５（平成 25 年度）→ SD ６

　　SB １・２・３→ PG ２
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下
しも

大
おお

賀
が

遺 跡の概要

遺跡の位置と調査の目的

　下大賀遺跡は那珂市の北部，玉川と久慈川が合流す

る地点から西へ約２㎞のところに位置し，玉川右岸の

標高 43m の台地上に立地しています。

　一般国道 118 号道路改築事業に伴い，平成 24 年９

月から 11 月，平成 25 年５月から６月にかけて発掘調

査を行いました。

調査の内容

　当遺跡は，東西約 2.3㎞，南北約１㎞にわたる広大な範囲が埋蔵文化財包

蔵地として登録されています。今回の調査区は，その東部にあたります。調

査の結果，縄文時代の陥
おと

し穴，平安時代の竪
たて

穴
あな

建
たて

物
もの

跡
あと

や井戸跡などのほか，

火
か そ う

葬施設や土
ど こ う

坑，溝
みぞあと

跡，道路跡が見つかりました。主な出土遺物は，土
は じ き

師器，

須
す え き

恵器，陶
と う き

器，金属製品，石器などです。

下大賀遺跡遠景（南から）

那珂市 ●  
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第５号竪穴建物跡遺物出土状況（南から）

調査の結果

　調査区の北部では，平安時代の竪穴建物跡を５棟確認しました。それより南

では竪穴建物跡は確認できず，溝跡や土坑などを確認しました。また，調査区

南部では，井戸跡１基を確認しました。北部で確認された竪穴建物跡は竈を伴

う竪穴建物跡で，５棟のうち２棟が北側に竈が作られ，残りは東側に作られて

いました。第５号竪穴建物跡からは，

「馬／□長」や「馬長」と墨書され

た土器が出土しました。第５号竪穴

建物跡は他の建物跡と比べて規模が

大きく，「馬長」銘の墨書土器が出

土していることから在地の有力者な

第 1 号井戸跡（東から）

第５号竪穴建物跡出土墨書土器「馬」

どの地位の高い人が住んでいたこと

が想定されます。　

　井戸跡の大きさは，確認面で径

2.88m，深さが 1.75m のところまで

は漏
ろ う と

斗状に掘り込み，それより下は

長径0.95ｍ，短径0.81ｍの円筒形で，

深さ 4.5m です。下層から９世紀後

半ごろの須恵器の甕
かめ

が出土していま

す。井戸跡と竪穴建物跡は，およそ

250m ほど離れています。この間に

竪穴建物跡や掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

跡
あと

などは確

認できず，今回報告する竪穴建物跡

が集落の南端になり，北側に集落が

広がっていることが想定されます。

かまど
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　茨城県常陸大宮土木事務所は，那珂市において，一般国道 118 号の道路改築事業を進めている。

　平成 12 年７月 17 日，茨城県大宮土木事務所長（現 茨城県常陸大宮土木事務所長）は，茨城県教育委員会

教育長あてに，一般国道 118 号道路改築事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて

照会した。これを受けて茨城県教育委員会は，平成 18 年６月 30 日に現地踏査を実施し，平成 23 年８月 30 日

及び９月１日に試掘調査を実施し，遺跡の所在を確認した。茨城県教育委員会教育長は，平成 23 年 10 月 31

日に，茨城県常陸大宮土木事務所長あてに，事業地内に遺跡が所在すること及びその取り扱いについて別途協

議が必要である旨を回答した。

　平成 24 年１月 16 日，平成 25 年１月 17 日，茨城県常陸大宮土木事務所長は，茨城県教育委員会教育長あて

に文化財保護法第 94 条に基づく土木工事のための埋蔵文化財包蔵地の発掘について通知をした。平成 24 年２

月 15 日，平成 25 年２月５日，茨城県教育委員会教育長は，現状保存が困難であることから，記録保存のため

の発掘調査が必要であると判断し，茨城県常陸大宮土木事務所長あてに，工事着手前に発掘調査を実施するよ

う通知した。

　平成 24 年２月 27 日，平成 25 年２月 15 日，茨城県常陸大宮土木事務所長は，茨城県教育委員会教育長あて

に，一般国道 118 号線道路改築事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について協議書を提出した。平成 24 年

３月５日，平成 25 年２月 20 日，茨城県教育委員会教育長は，茨城県常陸大宮土木事務所長あてに，下大賀遺

跡について，発掘調査の範囲及び面積等について回答し，併せて調査機関として公益財団法人茨城県教育財団

を紹介した。

　公益財団法人茨城県教育財団は，茨城県常陸大宮土木事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を

受け，平成 24 年９月１日から 11 月 30 日まで，平成 25 年５月１日から６月 30 日まで発掘調査を実施した。

第１章　調 査 経 緯

第１節 調査に至る経緯
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　下大賀遺跡の調査は，平成 24 年９月１日から 11 月 30 日までの３か月間，及び平成 25 年５月１日から６月

30 日までの２か月間にわたって実施した。以下，その概要を表で記載する。

第２節 調 査 経 過

　平成 24 年度 　平成 25 年度

期間
工程 ９月 10 月 11 月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理

撤 収

期間
工程 ５　月 ６　月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理

撤 収
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　下大賀遺跡は，茨城県那珂市瓜連 1402 －２番地ほかに所在している。

　那珂市は，茨城県の中央部の北寄りに位置し，当遺跡が所在する瓜連地区は，那珂台地の北縁部に位置する。

周辺の地形は，西から南方向にかけて八溝山系から延びる標高 90m 前後の瓜連丘陵と呼ばれる丘陵地形，中

央部には那珂台地，北部には久慈川によって形成された額田段丘，久慈川沿いには沖積低地が広がり，４つに

区分できる。那珂台地は，更新世後期の見和層とこれを覆う茨城粘土層で構成され，関東ローム層は，瓜連丘

陵，那珂台地及び縁辺部の段丘面を広く覆って分布し，厚さは２～３m である。この中に 20 ～ 30㎝の鹿沼軽

石層を狭んでいるのが特徴である１）。

　当遺跡は，本市北部を東流する久慈川と玉川が合流する地点より西約２㎞の標高 43m の台地上に立地して

いる。台地は，本市と常陸大宮市が接する北西側の境界付近から始まり，瓜連丘陵と並行して緩やかに傾斜し

ながら南東側に広がり，中央部から東側にかけては台地が全体的に広がっている。瓜連丘陵は，当遺跡の立地

する瓜連地区の南部，戸崎地区付近でなくなる。当遺跡の立地する台地付近は，瓜連丘陵の北東側，玉川右岸

に広がる台地であり，北側の低地に臨む台地縁辺部は急な崖地形になっており，低地との比高は約 25m である。

また，遺跡の北側から西側には玉川に流れ込む支流によって形成された小支谷が入り込んでいる。調査前の現

況は畑地，宅地である。

　下大賀遺跡〈①〉が所在する瓜連地域は，旧石器時代から近世までの遺跡が多数分布している。ここでは，

『茨城県遺跡地図』２）に登録されている当該地域の主な遺跡を中心に，時代ごとに概観する。なお，下大賀遺

跡の分布範囲には，以前は上
かみじゅく

宿古墳群，上宿遺跡，二
ふ た つ ど う

ツ堂遺跡，新
しんじゅく

宿古墳群，静
しずえきふきん

駅付近遺跡が登録されていた

が，2000 年の分布調査によりこれらの遺跡は下大賀遺跡に統合されている３）。

　旧石器時代の遺跡は，当遺跡周辺の瓜連地域ではあまり確認されていないが，東側の旧那珂町地域では，久

慈川と山田川が交流する地点の南側約１㎞の台地上に額
ぬかだおおみや

田大宮遺跡，森
も り ど

戸遺跡，久慈川と浅川が合流する地点

の南側約 1.2㎞の台地上に西
にしくみ

組遺跡，北
きたつぼ

坪遺跡，その南側，久慈川に流入する支流によって作られた小支谷の

谷津頭西側付近の台地上に八
やついし

石遺跡〈29〉，中
なかまる

丸遺跡〈31〉，飛
とびうち

内遺跡〈33〉などがある。なかでも額田大宮遺

跡では，細石刃，彫刻刀，スクレイパー，円鑿形石器などの良好な資料が出土しており，後期旧石器細石刃文

化の最終末期の遺跡として注目される４）。森戸遺跡では，チョッパー，削器，掻器，石核，剥片などが出土し

ており５），久慈川中流域の右岸台地上に旧石器文化が広がっていることがうかがえる。　　

　縄文時代の遺跡は，早期の田戸下層式や子母口式の土器が大
おおつか

塚遺跡，鹿
か し ま だ い

島台遺跡〈23〉，石
い し い ど

井戸遺跡などか

ら出土し，中・後期では，加曽利 E 式や大木８a 式，大木８b 式，堀ノ内式土器が出土している下大賀遺跡，

加曽利 E 式，堀ノ内式土器が出土している谷
や つ む か い

津向遺跡〈26〉がある６）。そのほかに権
ごんげんした

現下遺跡〈41〉，野
の だ

田遺

跡〈42〉，西
に し む ろ け

室家遺跡〈43〉，辻
つ じ ご

後遺跡〈45〉などからも縄文土器が採集されている７）。瓜連地域で発見された

縄文土器の大半は，南関東の子母口式に比定されるもので，大塚遺跡から出土した縄文土器が瓜連周辺で最も

第２章

第２節 歴 史 的 環 境

位 置 と 環 境

第１節 位 置 と 地 形
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古いものとされている８）。また，JR 水郡線の静駅付近の畑やその西側に広がる上宿地区からも土器片が出土

しており，生活の場として使われていたことがうかがえ９），瓜連地区の縄文時代の集落は，玉川と久慈川が合

流する地点の右岸台地上の縁辺部を中心に分布する様相である。

　弥生時代の遺跡は，下大賀遺跡 10），瓜
うりづら

連遺跡〈21〉，今回報告する調査区域から北へ約 500m のところに位

置する二ツ堂遺跡 11），十
じゅうりんじ

林寺遺跡，大塚遺跡 12），鹿島遺跡などから弥生時代後期の東中根式，十王台式土器

などが出土し，瓜連遺跡からは，弥生時代後期の竪穴建物跡が７軒確認されている 13）。また，常陸大宮市の

久慈川沿いにも小
こいわい

祝後
うしろだ

田Ｂ遺跡，梶
かじはば

巾遺跡，坪
つ ぼ い う え

井上遺跡〈11〉，上
か み い わ せ

岩瀬富
ふ じ や ま

士山遺跡〈13〉，糠
ぬかづか

塚遺跡，鷹
たかすいぬおい

巣犬追

遺跡などが台地縁辺部に広がり 14），弥生時代の集落が久慈川の台地縁辺部に広がっていた様相がうかがえる。

　古墳時代の遺跡は，十林寺古墳群〈２〉，新宿古墳群〈３〉が玉川右岸台地上に，大塚古墳〈22〉，鹿島台古

墳群などが久慈川に面する台地北縁部に分布している。十林寺古墳群は，下大賀遺跡の遺跡分布範囲の北東側

に位置し，今回調査した地点から北北東に約 500m ほどの距離にあり，３基の古墳が確認されている 15）。新宿

古墳群は，下大賀遺跡の遺跡分布範囲内の西端に所在する遺跡で，８基からなる古墳群であるが，現況は第５

号墳の権
ごんげんづか

現塚古墳とその南側に点在する４基の古墳が残存するのみである 16）。周辺には下大賀遺跡，瓜連遺跡，

鹿島台遺跡などの同時期の集落遺跡が認められている 17）。なお，『常陸国風土記』久慈郡の条には，「郡西□

里静織里，上古之時，織綾之機未在知人，干時此村初織，因名，北有小水，丹石交錯，色似 碧，火□鑽尤好，

故以号玉川」とあり，瓜連地域を静織の里，すなわち倭
し ど り

文郷に比定され，北側を東流する玉川では瑪瑙が産出

することで知られ，倭文部や玉造部などのこの地域の集落の氏族集団を示唆するものである 18）。

　奈良・平安時代の当地域は，久慈郡に属している。『倭名類聚抄』によると久慈郡は，岡田，八部，倭文，高月，

助川，美和，志萬，眞野，神前，久來，大田，山田，河内，楊島，世矢，佐竹，高市，木前，佐野，都，餘戸

の 21 郷が挙げられている 19）。また，『新編常陸国誌』の「倭文郷　之登利」によると「風土記ニヨリテ地図

ヲ按ズルニ，コノ郷東ハ木前郷ニ接シ，西南並ニ那珂郡ノ界ニ至リ，北ハ眞野郷ニ隣リテ静，古徳，瓜連，戸

崎，下大賀，上村田，下村田，石澤，上岩瀬，下岩瀬ノ十村，九千石バカリノ地，皆古ノ倭文郷ナリ」とあり，

「木前郷　支左岐」には，「倭名鈔云，木前，按ズルニ，今ノ那珂郡南酒出，北酒出ノ両村共ニ木崎ト云フ地ア

リ，コノ地古ハ久慈郡ニ属シタレバ，古ノ木前郷タルコト明ナリ，木前ハ城崎ナリ，凡古俗ノ言ニ，地ノ一区

ヲナシタルモノコレヲ城ト云フ，其崎ヲバコレヲ城崎ト云ヘバナリ，地図ニヨリテ考フルニ，コノ郷東ハ神崎

郷ニ隣リ，西ハ倭文郷ニ接シ，南ハ那珂郡ノ界ニ至リ，北ハ久慈川ニ涯リテ，南北酒出，門部，磯崎，中岡，

中里，豊喰，飯田，福田，鴻巣ノ十村，七千七百余石ノ地，皆古ノ木前郷ナリ」とあり，瓜連地域は倭文郷と

木前郷の一部にまたがっている地域とみられている 20）。この地域で確認されている集落跡は，鹿島台遺跡で

奈良・平安時代の竪穴建物跡 11 軒 21），権現下遺跡で古墳～平安時代後期の竪穴建物跡 33 軒 22），西
に し つ ぼ い

坪井遺跡

（旧下
し も む ら た

村田遺跡）〈12〉で奈良・平安時代の竪穴建物跡 17 棟が確認されている 23）。また出土遺物では，権現下

遺跡から鉄製紡錘車の紡輪部や滑石製で上面に鋸歯文が線刻されている石製紡錘車，「□東日」「太倉」「東一」

「餅」「田」「子粟□羊」などの墨書・箆書土器が 12 点出土している 24）。鹿島台遺跡では，「寺」「高月郷」「高」

などの墨書土器が９点出土している。「寺」の墨書土器から私度僧の存在や村落内寺院の存在の可能性が指摘

されている 25）。また，「高月郷」の墨書土器からは，『倭名類聚抄』によると「箕月」を「高月」とし 26），『新

編常陸国誌』では「蜜月」の誤写とし，「蜜月ヲ以テ名トスルモノハ，即水城ノ意」としており 27），水城とは

現在の日立市水木であり，倭文郷と高月（密月）郷の交流をうかがわせる墨書土器である 28）。常陸大宮市上

村田小
こ な か

中遺跡では，石製・土製紡錘車や「中子」「一□里（屋）」「子子」「□万」「千万」「六万」「万合」「丈」

「曹」などの墨書土器が 34 点出土している。また「丈」の焼印（烙印）も出土しており，印面の大きさから牛
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11）横倉要次「那珂郡瓜連町二ツ堂遺跡採集の弥生土器について」『婆良岐考古』第 18 号　1996 年５月

12）横倉要次「那珂郡瓜連町大塚遺跡採集の弥生土器と紡錘車・石器について」『婆良岐考古』第 17 号　1995 年５月

13）加藤雅美他『瓜連城跡地内埋蔵文化財発掘調査報告書　№１～№４地点』瓜連町教育委員会　1996 年３月

14）渡邊浩実「上岩瀬富士山遺跡　17 国補道改第 17 － 03 － 068 －０－ 053 号埋蔵文化財調査報告書」『茨城県教育財団文化

　　財調査報告』第 260 集　2006 年３月

15）註３）に同じ。

16）註１）に同じ。

17）宮崎剛「鹿島台遺跡　保土通遺跡　都市計画道路平野杉本線道路整備事業地内埋蔵文化財調査報告書」『茨城県教育財団

　　文化財調査報告』第 355 集　2012 年３月

18）註１）に同じ。

19）茨城県立歴史館編『茨城県史料　古代編』茨城県　1968 年３月

20）中山信名著・栗田寛補訂『新編常陸国誌』宮崎報恩会　1969 年

21）註 17）に同じ。

22）藤原均『茨城県那珂郡瓜連町権現下遺跡調査報告書』瓜連町教育委員会　2002 年３月

馬などに押すための焼印と考えられ，小規模な公牧あるいは私的な牧の存在が考察されている 29）。また，現

在は常陸太田市薬谷町に所在する久慈郡家に比定されている長者屋敷遺跡あたりが田後駅とされているが 30），

『増補大日本地名辞書』では，那珂市下大賀や静，常陸大宮市下村田付近が田後駅にあたるとしており 31），焼

印との関連性もうかがえる。

　南北朝時代になると，常陸の南朝方拠点として，楠木正成の代官として遣わされた楠木正家が瓜連城を築き，

北朝方の将，佐竹の軍勢と久慈川を挟んで対峙した。瓜連城は常福寺境内を本丸とし，旧町域をほぼ含む東

西南北にそれぞれ 700m ほどで，現在は土堤，土塁，内堀が残っている 32）。瓜連城落城後，了
りょう

実
じつ

上人が草
そ う ち さ ん

地山

蓮
れ ん げ い ん

華院常
じょうふくじ

福寺を開山し，二世了
りょうよ

誉上人によって現在の地に常福寺が再建された。その後佐竹氏・江戸氏の保護

を受けて発展した。さらに江戸期には，徳川家康から百石の寺領が与えられ，早くから檀林として格付けされ，

寛永十二（1635）年には，当寺は常陸国の浄土宗の総本山となり，近隣の人々より厚い信仰を受け現在に至っ

ている 33）。

　　※文中の〈　〉内の番号は，表１及び第１図の該当番号と同じである。
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23）荒井保雄「一級河川玉川改修工事地内埋蔵文化財調査報告書　下村田遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』第 110 集

　　1996 年３月

24）註 22）に同じ。

25）註 17）に同じ。

26）註 20）に同じ。

27）註 20）に同じ。

28）註 17）に同じ。

29）大宮町教育委員会『上村田小中遺跡』大宮町教育委員会　1988 年３月

30）古代交通研究会『日本古代道路事典』八木書店　2004 年５月

31）吉田東伍『増補大日本地名辞書』第６巻　坂東　冨山房　1970 年６月

32）註１）に同じ。

33）註１）に同じ。

表１　下大賀遺跡周辺遺跡一覧表

番

号
遺　跡　名

時　　　代

番

号
遺　跡　名

時　　　代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

鎌
倉
・
室
町

江

戸

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

鎌
倉
・
室
町

江

戸

① 下 大 賀 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 27 高 後 遺 跡 ○ ○ ○ ○

２ 十 林 寺 古 墳 群 ○ 28 榎 戸 遺 跡 ○

３ 新 宿 古 墳 群 ○ 29 八 石 遺 跡 ○ ○ ○ ○

４ 久 保 遺 跡 ○ ○ 30 孫 目 遺 跡 ○ ○ ○ ○

５ 滝 前 遺 跡 ○ 31 中 丸 遺 跡 ○ ○ ○

６ 城 菩 提 城 跡 ○ 32 前 谷 津 遺 跡 ○ ○ ○

７ 上 坪 遺 跡 ○ 33 飛 内 遺 跡 ○ ○ ○ ○

８ 堂 山 Ａ 遺 跡 ○ ○ ○ 34 十 文 字 遺 跡 ○

９ 念 仏 塚 ○ 35 戸 崎 井 尻 遺 跡 ○ ○

10 念 仏 塚 遺 跡 ○ 36 戸 崎 木 戸 遺 跡 ○ ○ ○

11 坪 井 上 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 37 台 久 保 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

12 西坪井遺跡（旧下村田遺跡） ○ ○ ○ 38 戸崎鹿島神社前遺跡 ○ ○ ○ ○

13 上岩瀬富士山遺跡 ○ ○ ○ 39 戸 崎 鹿 島 館 跡 ○

14 富 士 山 古 墳 群 ○ 40 椿 遺 跡 ○ ○

15 川 岸 遺 跡 ○ 41 権 現 下 遺 跡 ○ ○

16 岩 瀬 城 跡 ○ ○ ○ 42 野 田 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

17 上岩瀬中坪遺跡 ○ ○ 43 西 室 家 遺 跡 ○ ○ ○ ○

18 本 宮 遺 跡 ○ ○ ○ 44 水 戸 海 道 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

19 二 階 穴（ 横 穴 ） ○ 45 辻 後 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

20 瓜 連 城 跡 ○ 46 田 向 前 遺 跡 ○ ○ ○

21 瓜 連 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 47 新 屋 遺 跡 ○ ○

22 大 塚 古 墳 ○ 48 中 坪 遺 跡 ○ ○ ○ ○

23 鹿 島 台 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 49 古 徳 城 跡 ○

24 保 土 通 遺 跡 ○ ○ 50 小 屋 塚 ○

25 熊 ノ 堂 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 51 前 長 田 塚 群 ○

26 谷 津 向 遺 跡 ○ ○ ○ 52 中 山 塚 ○
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第１図　下大賀遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院 25,000 分の１「常陸大宮・石塚」）
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第２図　下大賀遺跡調査区設定図（那珂市都市計画図 2,500 分の１から作成）
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　下大賀遺跡は，那珂市の北部に位置し，玉川右岸の標高約 43 ｍの台地上に立地している。当遺跡は東西 2.3㎞，

南北１㎞の広大な範囲が指定されており，今回報告する調査区域はその東部にあたる。調査面積は 3,734㎡で，

調査前の現況は畑地及び宅地である。

　調査の結果，陥し穴２基（縄文時代），竪穴建物跡５棟（平安時代），井戸跡１基（平安時代），火葬施設１基（時

期不明），土坑 59 基（時期不明），溝跡 18 条（時期不明），道路跡１条（時期不明），ピット群６か所（時期不

明）を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（60 × 40 × 20㎝）に 14 箱出土している。主な遺物は，土師器（坏・高台付杯・

高台付椀・高台付皿・鉢・甕・甑），須恵器（坏・蓋・甕），灰釉陶器（椀），緑釉陶器（椀），陶器（甕），土

製品（管状土錘・支脚・紡錘車），石器（砥石），石核，剥片，金属製品（刀子・紡錘車）などである。

　調査区中央部（R ２c2 区）の台地平坦部にテストピットを設定し，基本土層（第３図）の観察を行った。

　第１層は，黒褐色を呈する耕作土である。層厚は 70 ～ 80㎝である。

　第２層は，褐色を呈するローム層への漸移層である。白色粒子を多量，赤色粒子を少量含み，粘性・締まり

ともに普通で，層厚は 14 ～ 24㎝である。今市・七本桜軽石層である。

　第３層は，褐色を呈するソフトローム層である。白色粒子を少量，赤色粒子を微量含み，粘性・締まりとも

に普通で，層厚は４～ 10㎝である。

第３章 調 査 の 成 果

　　　第２節 基 本 層 序

　　　第１節 調 査 の 概 要

第３図　基本土層図

　第４層は，褐色を呈するソフトローム層である。粘

性・締まりともに普通で，層厚は 34 ～ 36㎝である。

　第５層は，明黄褐色を呈するハードローム層である。

粘性・締まりともに強く，層厚は 23 ～ 30㎝である。

　第６層は，にぶい褐色を呈するハードローム層であ

る。粘性・締まりともに強く，層厚は 28 ～ 44㎝である。

第Ⅱ黒色帯と考えられる。

　第７層は，にぶい黄褐色を呈するハードローム層で

ある。粘性・締まりともに強く，層厚は５～ 16㎝である。

　第８層は，にぶい黄褐色を呈するハードローム層で

ある。鹿沼軽石粒子を少量含み，粘性・締まりともに

強く，層厚は７～ 25㎝である。鹿沼軽石層への漸移

層である。

　第９層は，黄褐色を呈する鹿沼軽石層である。粘性

は強く，締まりは普通で，層厚は 12 ～ 22㎝である。
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第○図　下大賀遺跡基本土層図
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　第 10 層は，褐色を呈するハードローム層である。砂質粒子を微量に含み，粘性は強く，締まりは普通で，

層厚は 21 ～ 35㎝である。

　第 11 層は，褐色を呈するハードローム層である。粘性は強く，締まりは普通で，層厚は５～ 14㎝である。

　第 12 層は，黄褐色を呈するハードローム層である。粘性・締まりともに強い。層厚は 38㎝まで確認したが，

下部は未掘のため不明である。

　遺構は，第２層上面で確認できた。
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　第２号陥し穴（第５図）

位置　調査Ａ区北部の T ２i1 区，標高 43 ｍほどの台地平坦部に位置している。　

所見　時期は，出土遺物がないため明確ではないが，

形状から縄文時代と考えられる。

土層解説
１　黒 色　ロームブロック中量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量
３　にぶい黄褐色　ローム粒子微量
４　褐 色　ロームブロック少量
５　褐 色　ローム粒子少量

１　縄文時代の遺構と遺物

　当時代の遺構は，陥し穴２基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

　　　第３節 遺 構 と 遺 物

　陥し穴

　第 1 号陥し穴（第４図）

位置　調査Ｂ区南部の T １d8 区，標高 43 ｍほどの台地平坦部に位置している。　

所見　時期は，出土遺物がないため明確ではないが，

形状から縄文時代と考えられる。

土層解説
１　黒 色　砂粒少量，ロームブロック微量
２　黒 褐 色　砂粒中量，ロームブロック・七本桜軽石粒子微量
３　極 暗 褐 色　ロームブロック少量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量
５　黒 褐 色　ロームブロック少量，七本桜軽石粒子・砂粒微量
６　極 暗 褐 色　ロームブロック微量

規模と形状　長径 1.70 ｍ，短径 1.00 ｍの楕円形で，

長径方向はＮ－ 88°－ E である。深さは 88㎝で，底

面はほぼ平坦である。短径の断面は U 字状を呈して

いる。

覆土　６層に分層できる。ロームブロックを含む不規

則な堆積状況を示していることから，埋め戻されてい

る。

規模と形状　長軸1.68ｍ，短軸0.58ｍの隅丸長方形で，

長軸方向はＮ－ 55°－ W である。深さは 74㎝で，底

面はほぼ平坦である。短軸の断面は V 字状を呈して

いる。

覆土　５層に分層できる。多くの層にロームブロック

が含まれていることから，埋め戻されている。

第５図　第２号陥し穴実測図

第４図　第１号陥し穴実測図
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２　平安時代の遺構と遺物

　当時代の遺構は，竪穴建物跡５棟，井戸跡１基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

　⑴　竪穴建物跡

　第 1 号竪穴建物跡（第６・７図）

位置　調査 C 区北部の P ３e1 区，標高 43 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　東部が調査区域外に延びているため，南北軸は 3.34 ｍで，東西軸は 2.92 ｍしか確認できなかった。

平面形は方形もしくは長方形と推定できる。竈の付設位置を東壁と推測すると，主軸方向はＮ－ 85°－ E であ

る。壁は高さ 10 ～ 15㎝で，ほぼ直立している。

床　平坦な貼床で，北側と南側を除く中央部が踏み固められている。貼床は，ロームブロックを含んだ第９層

を埋土して構築されている。

ピット　P １は深さ 12㎝で，西壁際のほぼ中央部に位置していることから出入り口施設に伴うピットと考え

られる。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量

覆土　８層に分層できる。多くの層にロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。第９層は，

貼床の構築土である。

表２　縄文時代陥し穴一覧表

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

１ Ｔ１d8 Ｎ－ 88°－ E 楕円形 1.70 × 1.00 88 平坦 外傾 人為

２ Ｔ２i1 Ｎ－55°－W 隅丸長方形 1.68 × 0.58 74 平坦 外傾 人為

第６図　第１号竪穴建物跡実測図
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土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック中量
３　黒 褐 色　ロームブロック少量
４　黒 褐 色　ロームブロック微量
５　黒 褐 色　ローム粒子微量

６　灰 褐 色　粘土ブロック中量
７　黒 色　ロームブロック少量，粘土粒子微量
８　黒 褐 色　ローム粒子・粘土粒子微量
９　黒 褐 色　ロームブロック中量，粘土粒子微量

第７図　第１号竪穴建物跡出土遺物実測図
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竈土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク微量
３　黒 色　焼土ブロック・粘土粒子微量
４　極 暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量
５　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量
６　灰 褐 色　焼土ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子微量
７　黒 褐 色　ローム粒子少量

８　極暗赤褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量
９　暗 褐 色　粘土粒子少量，焼土粒子微量
10　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子少量
11　暗 褐 色　焼土ブロック・炭化物少量
12　黒 褐 色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　ク微量
13　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量，ロー
　　　　　　　　ム粒子微量

　第２号竪穴建物跡（第８・９図）

位置　調査 C 区北部の P ２e0 区，標高 43 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 88 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 3.30 ｍ，短軸 3.03 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 20°－Ｗである。壁は高さ 26㎝で，ほぼ直

立している。

床　平坦な貼床で，壁際を除いて踏み固められている。全体に暗褐色を主体とする第９層を埋土して構築され

ている。

竈　北西壁のほぼ中央に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 116㎝で，燃焼部幅は 58㎝である。袖

部は，地山を掘り残した部分に粘土ブロックを少量含んだ黒褐色土の第 12・13 層を積み上げて構築されている。

火床部は床面を若干掘りくぼめており，火床面は赤変硬化していない。煙道部は壁外へ三角形状に奥行き 39㎝，

幅 69㎝掘り込み構築されている。

第１号竪穴建物跡出土遺物観察表（第７図）

遺物出土状況　土師器片 98 点（坏類 26，高台付皿２，甕類 70），須恵器片 11 点（坏２，甕９），土製品２点

（管状土錘），金属製品１点（刀子）が，全域の覆土上層から床面にかけて出土している。３及びＭ１は，床面

からそれぞれ出土していることから，廃絶時に廃棄されたものとみられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［12.0］（4.7） － 長石・石英・
雲母・針状物質 橙 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面横位のヘラ

磨き 覆土中 20％　

２ 土師器 坏 ［12.4］（3.9） － 長石・石英 明赤褐 普通 内面ヘラ磨き 覆土中 20％　

３ 土師器 坏 ［12.7］ 4.4 ［5.8］ 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き　底

部回転ヘラ削り　 床面 30％　PL ６

４ 土師器 高台付皿 ［19.0］ 5.7 9.2 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ削り後高台貼付 覆土中 40％　PL ７

５ 土師器 高台付皿 ［13.4］（2.0） －
長石・石英・
雲母・赤色粒子・
針状物質

にぶい褐 普通 体部外面下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き 覆土中 10％　

６ 土師器 甕 ［20.4］（8.8） － 長石・石英・
黒色粒子・細礫 明赤褐 普通 口縁部～頸部外・内面横ナデ　体部外面縦位の

ヘラナデ　体部内面ヘラナデ後ロクロナデ 覆土中 20％　PL ７

７ 土師器 甕 ［20.7］（5.5） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部～頸部外・内面横ナデ　体部外面縦位の

ヘラ削り　内面ヘラナデ 覆土中 ５％　

８ 須恵器 甕 － （11.3） － 長石・石英 褐 普通 内面ナデ 床面 ５％　

９ 須恵器 甕 － （32.0） － 長石・石英・礫 黄灰 普通 体部外面斜方向の平行叩き　内面無文の当て具痕 覆土中 10％　

番号 器　種 長さ 幅 孔径 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP １ 管状土錘 （3.0） 1.0 0.2 （2.4） 長石・石英 一部欠損　ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL10

DP ２ 管状土錘 4.4 1.1 0.2 4.4 長石 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL10

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M １ 刀子 （14.6） 1.2 0.4 （15.1） 鉄 刃部・茎部一部欠損　刃部断面三角形　茎部断面長方形 床面 PL10

－ 16 －



土層解説
１　黒 色　粘土ブロック・ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量
３　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量，粘土ブロック少量，焼土粒
　　　　　　　　子・炭化粒子微量

５　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・粘土粒子微量
６　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
７　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量
８　黒 色　ローム粒子・焼土粒子微量
９　暗 褐 色　ロームブロック微量

覆土　８層に分層できる。多くの層にロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。第９層は，貼

床の構築土である。

遺物出土状況　土師器片 403 点（坏類 137，高台付椀１，甕類 265），須恵器片 33 点（坏６，瓶２，甕類 25），

緑釉陶器片１点（椀），土製品１点（管状土錘），金属製品１点（不明）が，竈から南東部にかけての覆土中層

から下層を中心に出土している。10 は中央部の床面から出土していることから，廃絶時に遺棄されたものとみ

られる。11・21・24・25 は，竈の覆土中層から下層にかけて出土していることから，埋戻しの過程で投棄され

たか流れ込んだものとみられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

第８図　第２号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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第２号竪穴建物跡出土遺物観察表（第８・９図）

第９図　第２号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

10 土師器 坏 14.0 4.9 6.4 長石・石英・
赤色粒子・細礫 にぶい橙 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　

底部回転ヘラ切り後ヘラナデ 床面 95％　PL ６

11 土師器 坏 13.7 4.7 6.4 長石・石英・
赤色粒子・細礫 橙 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　

底部回転ヘラ削り　体部外面墨書「□」 竈覆土中層 60％　
PL ６・９

12 土師器 坏 ［14.0］ 3.9 ［6.8］ 長石・石英・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　

底部回転ヘラ削り　　 竈覆土上層 30％　

13 土師器 坏 ［14.2］ 5.2 ［5.8］ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　
底部回転ヘラ削り 覆土中 20％　

14 土師器 坏 ［14.2］（4.1） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き　 覆土中 20％

15 土師器 坏 ［11.5］（3.4） － 長石・石英・
針状物質 にぶい黄橙 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　

体部外面墨書「□□」　 覆土中 10％　PL ９
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位置　調査 C 区北部の P ３b2 区，標高 43 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 15 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 3.20 ｍ，短軸 3.15 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 75°－ E である。壁は高さ 17 ～ 27㎝で，ほ

ぼ直立している。

床　平坦な貼床で，中央部が踏み固められている。貼床は，土坑状に掘りくぼめた部分に，第 10 ～ 23 層を埋

土して構築されている。壁下には壁溝が巡っている。

竈　東壁やや南寄りに付設されている。煙道部の一部が調査区域外に延びているため，規模は焚口部から煙道

部までは 96㎝しか確認できなかった。燃焼部幅は 54㎝である。袖部は床面と同じ高さの地山の上に，粘土ブ

ロックを主体とする第 17 ～ 21 層を積み上げて構築されている。火床部は９㎝掘りくぼめて第 15・16 層を埋

土して利用しており，火床面は赤変硬化していない。燃焼部と煙道部は壁外に三角形状に奥行 39㎝，幅 102㎝

掘り込み構築されている。

　第３号竪穴建物跡（第 10 ～ 12 図）

竈土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　ク微量
２　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク微量
３　暗灰オリーブ色　粘土ブロック少量，ロームブロック微量
４　灰オリーブ色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化物微量
５　黒 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック少量
６　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土粒子微量
７　黒 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子微量
８　黒　褐　色　焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化粒子少量
９　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子微量
10　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・粘土粒子少量，炭化物・ローム粒
　　　　　　　　子微量

11　暗 赤 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子微量
12　黒 色　焼土ブロック・ローム粒子微量
13　黒　褐　色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
14　黒　褐　色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化粒子微量
15　暗灰黄褐色　灰中量，焼土ブロック少量
16　灰　褐　色　灰中量，焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子
　　　　　　　　微量
17　灰オリーブ色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ローム粒
　　　　　　　　子・炭化粒子微量
18　黒 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック・焼土粒子微量
19　黒 褐 色　ロームブロック少量，粘土粒子微量
20　オリーブ褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ロームブ
　　　　　　　　ロック・炭化物微量
21　黒 褐 色　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土ブロック微量

ピット　２か所。P １は深さ 14㎝で，西壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピット

と考えられる。Ｐ２は深さ 16㎝で，性格不明である。
ピット土層解説（各ピット共通）
１　黒 褐 色　ロームブロック微量

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

16 土師器 坏 － （3.1） － 長石・石英 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き　体部外面墨書「田ヵ□」 覆土中 ５％　PL ９

17 土師器 坏 － （2.9） － 長石・石英・
雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 内面ヘラ磨き　体部外面墨書「□」 覆土中 ５％　PL ９

18 土師器 坏 － （1.1） 5.7 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 体部外面下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き　底部

回転ヘラ削り 竈覆土中 10％

19 緑釉陶器 椀 ［11.8］（3.6） － 長石 オリーブ灰 普通 外・内面施釉 貼床構築土 10％　PL ７
猿投窯産

20 土師器 高台付椀 － （2.0） 8.0 長石・石英・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ削り後高台貼付 覆土下層 20％

21 須恵器 瓶 － （6.9） － 長石・石英 灰黄褐 普通 外・内面ロクロナデ　頸部外面ナデ　内面指頭痕 竈覆土下層 10％　PL ７

22 須恵器 長頸瓶 ［10.0］（2.0） － 長石・石英 黒 普通 外・内面ロクロナデ 覆土中 ５％

23 土師器 甕 ［15.6］（11.6） － 長石・石英・
赤色粒子・礫 橙 普通 口縁部～頸部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘ

ラ削り　体部内面ナデ 覆土下層 20％　PL ８

24 土師器 甕 ［18.6］（8.7） － 長石・石英・
赤色粒子・礫 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削

り　内面ヘラナデ 竈覆土中層 20％

25 土師器 甕 ［20.3］（7.0） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削
り　内面ヘラナデ　 竈覆土中層 10％

26 土師器 甕 － （5.4） 9.8 長石・石英・
赤色粒子・雲母 橙 普通 体部外面縦位のヘラ削り　内面ヘラナデ　底部

ヘラ削り 覆土中層 20％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M ２ 不明 13.7 0.8 0.2 ～
0.6 29.2 鉄 断面長方形　鉄鋌ヵ 覆土中 PL10

－ 19 －



覆土　９層に分層できる。多くの層にロームブロックが含まれており，埋め戻されている。第 10 ～ 23 層は

貼床の構築土である。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック微量
２　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子・炭化
　　　　　　　　粒子微量
３　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，炭化物微量
４　黒 褐 色　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量
５　暗 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量，粘土ブロッ
　　　　　　　　ク微量
６　にぶい黄褐色　ロームブロック・焼土ブロック微量
７　暗 褐 色　ロームブロック微量
８　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子微量
９　にぶい黄褐色　ロームブロック微量
10　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量
11　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

12　極 暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
13　灰 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
14　極 暗 褐 色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量
15　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
16　黒 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子微量
17　暗 褐 色　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土ブロック・
　　　　　　　　炭化物微量
18　褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
19　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック微量
20　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量
21　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
22　極 暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック微量
23　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック微量

第 10 図　第３号竪穴建物跡実測図
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遺物出土状況　土師器片 320 点（坏類 69，鉢１，甕類 249，甑１），須恵器片 61 点（坏２，壺１，瓶１，甕類

57），灰釉陶器片１点（椀），土製品 10 点（管状土錘７，支脚１，紡錘車１，不明１），石器３点（砥石）が，

全域の覆土上層から中層を中心に出土している。43 は北部中央の床面から，31・38 は竈煙道部，火床面から

それぞれ出土していることから，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。28 は南西コーナー部，36 は南央部

壁寄り，37・Ｑ１は中央部南の覆土下層から出土していることから，廃絶後の埋め戻しの過程で投棄されたか

流れ込んだものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

第 11 図　第３号竪穴建物跡出土遺物実測図 ⑴

27

30

32

34

39

40

37

35

42

33

29
31

28

０ 10㎝

－ 21 －



第 12 図　第３号竪穴建物跡出土遺物実測図 ⑵
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第３号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 11・12 図）

位置　調査 C 区北部の P ３b1 区，標高 43 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　東から南東コーナー部にかけて耕作により撹乱されているが，長軸 3.26 ｍ，短軸 3.02 ｍの方形で，

主軸方向はＮ－ 87°－ E である。壁は高さ 17 ～ 23㎝で，外傾している。

床　平坦で，中央部が踏み固められている。

竈　東壁中央部に付設されている。煙道部の一部及び右袖部分にかけて撹乱があり，竈部分の覆土は，遺構確

認面から 15 ～ 24㎝下層で確認できた。火床面は赤面硬化しておらず，焚口部とともに不明確である。

　第４号竪穴建物跡（第 13・14 図）

竈土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック少量，ロームブロック微量
２　暗 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子少量
３　褐 色　ロームブロック・焼土粒子少量

４　灰 褐 色　ローム粒子少量
５　暗 褐 色　ローム粒子中量

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

27 土師器 坏 12.8 4.3 5.7 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　底

部回転ヘラ削り　体部外面横位墨書「得宅内」 覆土上層 80％　
PL ６・９

28 土師器 坏 ［12.8］ 4.1 7.1 長石・石英・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　底

部回転ヘラ削り 覆土下層 50％　PL ６

29 土師器 坏 ［13.9］ 5.3 4.6 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　底
部手持ちヘラ削り 覆土上層 40％

30 土師器 坏 ［12.0］ 3.6 ［4.8］ 長石・石英・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　底

部回転糸切後外周ヘラ削り 貼床構築土 20％

31 土師器 坏 ［14.4］ 4.2 ［6.4］ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　
底部回転ヘラ削り 竈覆土中層 20％

32 土師器 坏 ［14.2］（6.0） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 内面ヘラ磨き 覆土上層 20％

33 土師器 坏 － （2.0） 6.5 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通

体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　
底部回転糸切り後外周ヘラ削り　体部外面墨書

「□□」
覆土上層 30％　PL ９

34 灰釉陶器 椀 － （3.2） － 緻密 灰白 普通 外・内面ロクロナデ　外面施釉 覆土上層 10％
猿投窯産

35 土師器 鉢 ［25.2］（7.8） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削

り 竈覆土上層 10％

36 須恵器 壷 － （4.8） － 長石 黄灰 普通 外・内面ロクロナデ　体部外面自然釉 覆土下層 ５％

37 須恵器 長頸瓶 － （6.3） － 長石・石英 黒 不良 外・内面ロクロナデ　 覆土下層 ５％

38 土師器 甕 21.0 （26.9） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削

り　内面ヘラナデ 竈覆土上層～下層 50％　PL ８

39 土師器 甕 ［20.0］（12.0） － 長石・石英・
赤色粒子・細礫 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削

り　内面ヘラナデ　口唇部つまみあげ 竈覆土上層 20％

40 土師器 甕 ［26.0］（7.5） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削

り　内面ヘラナデ　口唇部に幅１㎜の沈線巡る 貼床構築土 ５％

41 須恵器 甕 ［51.5］（15.3） － 長石・石英 褐 普通 口縁部～頸部外・内面ヘラナデ　 竈覆土下層 ５％　PL ８

42 土師器 小形甕 ［11.5］（5.5） － 長石・石英・
赤色粒子 明赤褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面縦位のヘラ削

り　内面ヘラナデ 竈覆土上層 ５％

43 土師器 甑 － （10.7）［13.2］長石・石英・
赤色粒子・礫 橙 普通 体部外面縦位のヘラ削り　内面ヘラナデ 床面 20％　PL ８

番号 器　種 長さ 幅 孔径 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP ３ 管状土錘 （3.3） 1.0 0.4 （2.7） 長石・石英 一部欠損　ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL10

DP ４ 管状土錘 （4.4） 1.4 0.5 （6.9） 長石・石英 一部欠損　ナデ　一方向からの穿孔 貼床構築土 PL10

DP ５ 管状土錘 4.6 1.1 0.3 4.9 長石・石英・
針状物質 ナデ　一方向からの穿孔 覆土上層 PL10

DP ６ 管状土錘 （5.6） 1.2 0.3 （6.8） 長石・石英・
針状物質 一部欠損　ナデ　一方向からの穿孔 覆土上層 PL10

DP ７ 管状土錘 5.7 1.1 0.4 6.7 長石・石英・
針状物質 ナデ　一方向からの穿孔 貼床構築土 PL10

DP ８ 管状土錘 5.8 1.8 0.5 14.7 長石・石英・
赤色粒子・礫 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL10

DP ９ 紡錘車 6.1 6.1 1.0 50.1 長石・石英・
針状物質

土師器坏転用　底部外面ヘラ削り・内面ヘラ磨き痕　側面削り
出し　煤付着 覆土中 PL10

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ１ 砥石 14.9 4.7 3.1 235.7 石英斑岩 砥面２面 覆土下層 PL10

Ｑ２ 砥石 （9.2） （5.6） （2.2）（76.3） 流紋岩 砥面４面　接合部縁が研磨されていることや幅広のほうが若干
薄くなっていることから，破損後も使用 覆土下層 PL10

Ｑ３ 砥石 8.7 7.0 3.6 219.1 安山岩 砥面４面　 貼床構築土 PL10

－ 23 －



ピット　３か所。P １は深さ 20㎝，Ｐ２は深さ 13㎝で主柱穴の可能性が考えられる。Ｐ３は深さ 13㎝で，西

壁際の中央部に位置していることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　５層に分層できる。ロームブロックが含まれていること及び遺物の出土状況などから，埋め戻されたと

考えられる。

遺物出土状況　土師器片 247 点（坏類 53，甕類 194），須恵器片 17 点（坏類３，甕類 14），灰釉陶器片１点（瓶），

緑釉陶器片１点（椀），土製品１点（支脚），石器２点（砥石，不明），金属製品４点（紡錘車１，不明３）が，

全域の覆土上層から中層を中心に出土している。44・Ｍ３は中央南東部，51 は北部中央壁寄りの床面からそ

れぞれ出土しているため，廃絶時に遺棄されたものと考えられる。45・46 は北西コーナー部の覆土下層から

出土していることから，廃絶後の埋め戻しの過程で投棄されたものか流れ込んだものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

土層解説
１　黒 色　粘土ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子
　　　　　　　　微量
２　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子
　　　　　　　　微量

３　黒 褐 色　ローム粒子少量，焼土ブロック・粘土粒子微量
４　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
５　にぶい黄褐色　ロームブロック少量

ピット土層解説（各ピット共通）
１　暗 褐 色　ローム粒子微量 ２　暗 褐 色　ロームブロック少量

第 13 図　第４号竪穴建物跡実測図
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第 14 図　第４号竪穴建物跡出土遺物実測図

第４号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 14 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

44 土師器 坏 ［12.6］ 4.4 6.5 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄褐 普通 内面ヘラ磨き　底部ヘラ切り後外周ナデ 床面 70％　PL ６

45 土師器 坏 ［12.5］ 4.2 5.5 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　底部

回転ヘラ切り後外周ヘラ削り　体部外面墨書「□」 覆土下層 50％
PL ６・９

46 土師器 坏 ［14.5］（4.5） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面下端手持ちヘラ削り　内面ヘラ磨き　外

面墨書「長ヵ」 覆土下層 20％　PL ９

47 土師器 坏 － （2.9） － 長石・石英 にぶい黄 普通 内面ヘラ磨き　外面墨書「大ヵ」 覆土中 ５％　PL ９

48 土師器 坏 － （2.5） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 内面ヘラ磨き　外面墨書「□」 覆土中 ５％　PL ９

49 緑釉陶器 椀 － （2.8） － 長石 オリーブ灰・
灰白 普通 内面ロクロナデ　外面施釉 床面 ５％

猿投窯産
50 灰釉陶器 瓶 － （7.1） － 長石・石英 灰黄 普通 外・内面ロクロナデ　外面施釉 貼床構築土 ５％

猿投窯産
51 土師器 甕 ［19.5］（14.1） － 長石・石英・

赤色粒子・礫 明赤褐 普通 口縁部～頸部外・内面・体部外面上端横ナデ　
体部外面縦位のヘラ削り　内面ヘラナデ 床面 30％　PL ８

52 土師器 甕 ［19.0］（8.7） － 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 口縁部～頸部外・内面横ナデ　体部外面縦位の

ヘラ削り　内面ヘラナデ 覆土中 10％

53 土師器 甕 － （3.8） ［9.0］ 長石・石英・
赤色粒子 明赤褐 普通 体部外面斜位のヘラ削り　内面ヘラナデ　底部

外面ヘラ削り　　 覆土中 10％
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位置　調査 C 区北部の O ３h3 区，標高 43 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 20 号土坑，第４号ピット群Ｐ１・Ｐ２に掘り込まれている。

規模と形状　南東部が調査区域外に延びているが，長軸 5.08 ｍ，短軸 4.97 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 24°

－Ｗである。壁は高さ 36 ～ 45㎝で，ほぼ直立している。

床　平坦な貼床である。中央部は地山のロームを掘り残し，その周囲を掘り下げた後に第 15 ～ 17 層を埋土し

て構築されている。

竈　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 159㎝で，燃焼部幅は 61㎝である。袖部は床

面と同じ高さの上に，粘土ブロックを主体とする第 29 ～ 33 層を積み上げて構築されている。火床部は床面を

８㎝掘り下げて第 25 ～ 28 層を埋土して構築されており，支脚（DP22・DP23）2 本が据えられている。火床

面は赤変硬化していない。燃焼部と煙道部は壁外に三角形状に奥行 45㎝，幅 39㎝掘り込み構築されている。

　第５号竪穴建物跡（第 15 ～ 19 図）

竈土層解説
１　暗 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック少量，ロームブロック微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック少量，ロームブロック微量
４　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量
５　黄 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
６　灰 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ローム粒
　　　　　　　　子微量
７　褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
８　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物・ロー
　　　　　　　　ム粒子微量
９　暗 褐 色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　ク微量
10　極 暗 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック微量
11　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・
　　　　　　　　炭化物微量
12　にぶい赤褐色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化物・ロー
　　　　　　　　ム粒子微量
13　暗 赤 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量
14　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量
15　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック微量
16　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物微量
17　オリーブ色　粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化物微量
18　オリーブ黄色　炭化物少量，焼土ブロック・粘土ブロック・ロー
　　　　　　　　ム粒子微量
19　極暗赤褐色　焼土ブロック・炭化物・ローム粒子・粘土粒子微量

20　極暗赤褐色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物・ロー
　　　　　　　　ム粒子微量
21　暗 赤 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物・粘土粒
　　　　　　　　子微量
22　灰 褐 色　焼土ブロック少量，炭化物・ローム粒子・粘土粒
　　　　　　　　子微量
23　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・粘土粒子少量，ロームブロック・
　　　　　　　　炭化物微量
24　極暗赤褐色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量
25　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク・炭化物微量
26　灰 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・ローム粒子微量
27　黒 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化物微量
28　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　ク微量
29　灰オリーブ色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　ク微量
30　オリーブ黄色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量
31　オリーブ黒色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ロームブ
　　　　　　　　ロック・炭化物微量
32　暗 灰 黄 色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化物微量
33　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化物微量

ピット　13 か所。P １は深さ 58㎝で，2 回の立て替えの跡がある。P ２・Ｐ３は P １の立て替え前の柱穴である。

P ４は深さ 47㎝，P ５は深さ 59㎝，P ６は深さ 61㎝で，柱穴の配置状況からみるとＰ１～Ｐ６は主柱穴と考

えられる。Ｐ７～Ｐ９は深さ 33 ～ 35㎝で，南東壁近くの中央部に位置していることから，出入り口施設に伴

うピットと考えられる。Ｐ 10 ～Ｐ 13 は深さ 16 ～ 45㎝で壁柱穴と考えられる。

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M ３ 紡錘車 （21.0） 4.3 4.4 0.8 （30.2） 鉄 軸部一部欠損 床面 PL10

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ４ 砥石 6.5 2.5 2.8 48.9 凝灰岩 砥面４面　他は破断面 覆土中 PL10

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

54 須恵器 甕 － （4.6） － 長石・石英 明赤褐 普通 外・内面ロクロナデ 覆土中 ５％

－ 26 －



第 15 図　第５号竪穴建物跡実測図 ⑴
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第 16 図　第５号竪穴建物跡実測図 ⑵

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック微量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量
３　黒 褐 色　ローム粒子微量
４　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化物微量
５　暗 褐 色　粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
６　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック微量
７　黒 褐 色　ローム粒子中量
８　暗 褐 色　粘土ブロック少量，炭化粒子微量
９　暗 褐 色　ロームブロック中量

10　灰 褐 色　粘土粒子少量，ロームブロック微量
11　暗 褐 色　ロームブロック少量
12　極 暗 褐 色　ロームブロック微量
13　暗 褐 色　ロームブロック微量
14　黒 褐 色　ローム粒子少量
15　黒 褐 色　ロームブロック少量
16　にぶい褐色　ロームブロック中量，七本桜軽石ブロック微量
17　暗 褐 色　七本桜軽石ブロック少量，ロームブロック微量

覆土　14 層に分層できる。不自然な堆積状況から埋め戻されたと考えられる。第 15 ～ 17 層は貼床の構築土

である。

ピット土層解説（各ピット共通）
１　にぶい褐色　ロームブロック中量
２　極 暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
４　暗 褐 色　ロームブロック少量
５　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化物・細礫微量

６　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量
７　褐 色　ロームブロック少量
８　極 暗 褐 色　ロームブロック・炭化物微量
９　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
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遺物出土状況　土師器片 429 点（坏類 53，甕類 376），須恵器片 89 点（坏類 55，蓋７，甕 27），土製品 22 点（管

状土錘 13，支脚６，不明３），金属製品 10 点（刀子２，不明８）が，全域の覆土中から出土している。55 は

北西コーナー部，58 は南央部の壁際，66 は西央部の床面からそれぞれ出土しているため，廃絶時に遺棄され

たものと考えられる。70 は竈煙道部のものと北西部床面のものとが接合しており，廃絶時に破砕して投棄さ

れたものと考えられる。62・65・71・73 は竈下層から出土しており，廃絶時に廃棄されたか流れ込んだもの

と考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀前葉に比定できる。

第 17 図　第５号竪穴建物跡出土遺物実測図 ⑴
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第 18 図　第５号竪穴建物跡出土遺物実測図 ⑵
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第 19 図　第５号竪穴建物跡出土遺物実測図 ⑶

第５号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 17 ～ 19 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

55 土師器 坏 13.8 4.6 7.2 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部・内面ヘラ磨き　体部外面下端・底部回転

ヘラ削り　体部外面横位墨書「廣得」 床面 80％　
PL ６・９

56 須恵器 坏 ［14.0］ 5.2 ［6.8］ 長石・石英・礫 灰 普通 底部右回転ヘラ切り後手持ちヘラ削り　 覆土中 30％　PL ７
木葉下窯産

57 須恵器 坏 ［13.8］ 4.8 ［7.2］ 長石・石英・
針状物質 暗灰黄 普通 底部右回転ヘラ切り後中央ヘラナデ 覆土中層 30％　PL ７

木葉下窯産
58 須恵器 坏 ［13.2］ 4.9 7.0 長石・石英・

針状物質 暗灰黄 普通 底部右回転ヘラ切り後中央ヘラナデ　ヘラ記号 床面 30％
木葉下窯産

59 須恵器 坏 ［13.4］ 4.6 ［6.8］ 長石・石英 灰 普通 底部右回転ヘラ切り　ヘラ記号 貼床構築土 30％　PL ７
堀の内窯産

60 須恵器 坏 － （2.9） 8.8 長石・石英・
針状物質 灰 普通 底部右回転ヘラ切り後外周回転ヘラ削り　中央ヘ

ラナデ　ヘラ記号 覆土下層 20％
木葉下窯産

61 須恵器 坏 － （1.0） 7.0 長石・石英・
針状物質 黄灰 普通 底部手持ちヘラ削り　ヘラ記号 貼床構築土 20％

木葉下窯産
62 土師器 高台付坏 14.1 5.9 8.5 長石・石英・

赤色粒子 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き　底部右回転ヘラ削り後高台貼付
体部外面墨書「馬」・底部墨書「□長」　

竈覆土下層
及び覆土下層

80％　
PL ７・９

63 土師器 高台付坏 ［14.4］ 5.6 8.1 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き　底部右回転ヘラ削り後高台貼付

底部外面墨書「馬長」 覆土下層 50％　
PL ７・９

64 土師器 高台付坏 － （3.1） 8.0 長石・石英 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き　底部右回転ヘラ切り後高台貼付
底部外面墨書「□□」 覆土下層 40％　PL ９

65 土師器 高台付坏 － （4.3） ［7.0］ 長石・石英・
赤色粒子 橙 普通 内面ヘラ磨き　底部右回転ヘラ切り後高台貼付 竈覆土下層 30％

66 土師器 高台付坏 － （3.5） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き　底部左回転ヘラ削り　高台部剥

落し貼付用の 2 条の溝が巡る 床面 20％

67 須恵器 高台付坏 － （4.9） ［8.8］ 長石・石英・
細礫・針状物質 灰黄褐 普通 底部右回転ヘラ切り後高台貼付　ヘラ記号 覆土上層 20％

木葉下窯産
68 須恵器 蓋 ［15.4］（2.8） － 長石・石英 褐灰 普通 天井部左回転ヘラ削り 覆土中 ５％

木葉下窯産
69 須恵器 蓋 ［16.3］（2.8） － 長石・石英・

針状物質 黄灰 普通 天井部右回転ヘラ削り 覆土中 10％
木葉下窯産

70 土師器 甕 ［22.4］（13.8） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口縁部～頸部外・内面横ナデ　体部外面上端横
ナデ　体部外面縦位のヘラ削り　内面ヘラナデ

竈煙道部・
北西部床面 20％　PL ８

71 土師器 甕 ［21.0］（13.2） － 長石・石英・黒
色粒子・針状物質 明赤褐 普通 口縁部～頸部外・内面横ナデ　体部外面縦位の

ヘラ削り　内面ヘラナデ　 竈覆土下層 10％

72 土師器 甕 ［20.6］（4.9） － 長石・石英・黒
色粒子・針状物質 橙 普通 口縁部～頸部外・内面横ナデ　体部内面ヘラナ

デ　口唇部つまみあげ 覆土中層 10％

73 土師器 甕 － （18.5）［9.2］ 長石・石英・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面縦位のヘラ削り　体部下端横位のヘラ

削り　内面ヘラナデ　底部ヘラ削り 竈覆土下層 20％

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP １ 須恵器 甕 長石・石英 暗灰黄 外面横位平行叩き後縦位の平行叩き　内面無文当て具痕 貼床構築土

番号 器　種 長さ 幅 孔径 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP10 管状土錘 （3.7） 1.2 0.3 （5.6） 長石・石英・
細礫・針状物質 一部欠損　ナデ　一方向からの穿孔 床面 PL10

DP11 管状土錘 （3.8） 1.4 0.5 （5.4） 長石・石英・
細礫・黒色粒子 一部欠損　ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL10

DP12 管状土錘 4.3 1.2 0.4 5.0 長石・石英 ナデ　一方向からの穿孔 床面 PL10

DP13 管状土錘 4.6 1.3 0.4 （4.9） 長石・石英・
針状物質 下半部一部欠損　ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL10

DP14 管状土錘 4.5 1.3 0.5 6.1 長石・石英 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL10

DP23

DP22

０ 10㎝
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表３　平安時代竪穴建物跡一覧表

　⑵　井戸跡

　第１号井戸跡（第 20・21 図）

位置　調査Ａ区中央部の V ２a2 区，標高 43 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　確認面は，径 2.88 ｍほどの円形で，深さ 1.75 ｍのところまでは漏斗状に，それより下部は長径

0.95 ｍ，短径 0.81 ｍの円筒形で，深さは 4.5 ｍである。

ピット　８か所。P １は深さ 30㎝，P ２は深さ 16㎝で，遺構の東西に位置している。Ｐ３～ P ５は深さ 11 ～

17㎝，Ｐ６～ P ８は深さ 17 ～ 23㎝である。Ｐ３～ P ５は遺構北側に，Ｐ６～ P ８は遺構南側にそれぞれ対

をなすように位置している。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・白色粒子微量
２　暗 褐 色　白色粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
３　黒 褐 色　ロームブロック・白色粒子微量
４　暗 褐 色　白色粒子中量，ロームブロック微量
５　暗 褐 色　白色粒子中量，ロームブロック少量，粘土ブロッ
　　　　　　　　ク微量
６　暗 褐 色　ローム粒子・白色粒子少量，粘土ブロック微量
７　黒 褐 色　ロームブロック微量
８　黒 褐 色　ローム粒子微量
９　黒 褐 色　ロームブロック少量
10　暗 褐 色　ロームブロック少量
11　黒 褐 色　ローム粒子微量（締まり弱い）
12　黒 褐 色　鹿沼軽石粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
13　黒 褐 色　鹿沼軽石粒子少量，ロームブロック微量

14　暗 褐 色　ロームブロック・鹿沼軽石粒子少量
15　灰 褐 色　ロームブロック・鹿沼軽石粒子少量
16　暗 褐 色　ローム粒子中量，鹿沼軽石粒子少量
17　黄 褐 色　白色粒子多量，ロームブロック・炭化物・七本桜
　　　　　　　　軽石粒子微量
18　黄 褐 色　白色粒子中量，ロームブロック・炭化粒子微量
19　黄 褐 色　白色粒子中量
20　褐 色　白色粒子多量，鹿沼軽石粒子少量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク・炭化粒子・粘土粒子・七本桜軽石粒子微量
21　褐 色　白色粒子少量，ローム粒子微量
22　にぶい黄褐色　粘土粒子・白色粒子少量，ロームブロック・鹿沼
　　　　　　　　軽石ブロック微量
23　にぶい黄褐色　鹿沼軽石ブロック中量，粘土粒子少量，ローム粒
　　　　　　　　子微量

ピット土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量 ２　暗 褐 色　ロームブロック微量

覆土　16 層に分層できる。第１～ 16 層は廃絶後に埋め戻した層で，第 17 ～ 29 層は版築状を呈しており，井

戸枠の裏込めである。

番号 器　種 長さ 幅 孔径 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP15 管状土錘 5.0 1.3 0.5 7.8 長石・石英・
細礫 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL10

DP16 管状土錘 （4.8） 1.6 0.4 （10.7）長石・石英・
赤色粒子 一部欠損　ナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

DP17 管状土錘 （4.9） 1.6 0.4 （10.3）長石・石英・
針状物質 一部欠損　ナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

DP18 管状土錘 （5.3） 1.7 0.7 （9.9） 長石・石英・
赤色粒子 一部欠損　ナデ　一方向からの穿孔 床面 PL10

DP19 管状土錘 5.6 1.6 0.5 12.8 長石・石英・
細礫・針状物質 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL10

DP20 管状土錘 5.9 1.4 0.4 8.5 長石・石英・
針状物質 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中層 PL10

DP21 管状土錘 6.1 1.5 0.4 13.0 長石・石英・
針状物質 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL10

DP22 支脚 （21.5） 6.8 － （722.0）長石・石英・
針状物質 上端・下端一部欠損　ヘラナデ　厚さ 7.2 竈覆土下層

DP23 支脚 27.1 9.1 － （1361.0）長石・石英・
針状物質 上端一部欠損　ヘラナデ　厚さ 8.2 竈覆土下層

番号 位 置 主軸方向 平面形
規　模 壁 高

（㎝）
床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　期

備　考

重複関係（古→新）長軸×短軸（ｍ） 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

１ Ｐ３e1 Ｎ－ 85°－Ｅ［方形・
長方形］ 3.34 ×（2.92）10 ～ 15 平坦 － － １ － － － 人為 土師器，須恵器，

管状土錘，刀子 9 世紀後葉

２ Ｐ２e0 Ｎ－20°－W 方形 3.30 × 3.03 26 平坦 － － － － 竈１ － 人為 土師器，須恵器，
緑釉陶器 9 世紀後葉 SK88 →本跡

３ Ｐ３b2 Ｎ－ 75°－ E 方形 3.20 × 3.15 17 ～ 27 平坦 ほぼ
全周 － １ １ 竈１ － 人為

土師器，須恵器，灰
釉陶器，管状土錘，
土製紡錘車，砥石

9 世紀後葉 本跡→ SK15

４ Ｐ３b1 Ｎ－ 87°－ E 方形 3.26 × 3.02 17 ～ 23 平坦 － ２ １ － 竈１ － 人為 土師器，須恵器，
砥石，鉄製紡錘車 9 世紀後葉

５ O ３h3 Ｎ－24°－W 方形 5.08 × 4.97 36 ～ 45 平坦 － ６ ３ ４ 竈１ － 人為 土師器，須恵器，
管状土錘，支脚 9 世紀前葉 本跡→

SK20，PG ４

－ 32 －



第 20 図　第１号井戸跡実測図

遺物出土状況　須恵器１点（甕）が出土している。74 は第 16 層上層で割れた状態で出土していることから，

埋め戻しの過程で投棄されたものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

24　褐 色　ロームブロック・白色粒子中量，七本桜軽石粒子少
　　　　　　　　量，鹿沼軽石ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
25　褐 色　ロームブロック・白色粒子少量，炭化粒子・七本
　　　　　　　　桜軽石粒子微量
26　褐 色　ロームブロック・粘土ブロック・鹿沼軽石ブロッ
　　　　　　　　ク・白色粒子微量

27　にぶい黄褐色　ロームブロック・鹿沼軽石ブロック・白色粒子微量
28　暗 褐 色　ロームブロック・七本桜軽石粒子・白色粒子微量
29　にぶい黄褐色　鹿沼軽石ブロック少量，ロームブロック微量
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第 21 図　第１号井戸跡出土遺物実測図

３　その他の遺構と遺物

　今回の調査で，時期や性格が明らかでない火葬施設１基，土坑 59 基，溝跡 18 条，道路跡１条，ピット群

６か所を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

　⑴　火葬施設

土層解説
１　灰 色　炭化粒子少量，焼土ブロック微量
２　黒 色　炭化物中量，ローム粒子・焼土粒子微量
３　黒 褐 色　炭化物・骨片少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
４　黒 褐 色　骨片少量，炭化物・ローム粒子・焼土粒子微量

５　橙 色　焼土粒子多量，炭化物中量
６　橙 色　焼土粒子多量
７　黒 色　炭化物・ローム粒子微量
８　暗 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

位置　調査Ａ区北部のＵ２b3 区，標高 43 ｍの台地平坦部に位置している。

　第１号火葬施設（第 22 図）

規模と形状　長径 0.64 ｍ，短径 0.52 ｍの楕円形である。深さ 10㎝で，断面は緩やかな皿状である。

覆土　８層に分層できる。第１～４層は燃焼部で，第３・４層は骨片が含まれた層である。第５・６層は被熱

を受けた堆積土である。第７・８層は掘方への埋土である。

第１号井戸跡出土遺物観察表（第 21 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

74 須恵器 甕 22.4 34.7 14.4 長石・石英 灰 普通 体部外面格子叩き後下端横位のヘラ削り　体部内
面平行線当て具痕・下端ナデ 覆土下層 60％　PL ８

新治窯産

74 ０ 10㎝

－ 34 －



　⑵　土坑

　今回の調査で，その他の土坑 59 基を確認した。第 72 号土坑について解説し，その他の土坑は，土層

解説と実測図（第 25 ～ 29 図），一覧表を掲載する。

位置　調査Ｃ区中央部のＰ２f9 区，標高 43 ｍの台地平坦部に位置している。

重複　第 73 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 2.05 ｍ，短径 1.72 ｍの楕円形である。深さ 74㎝で，断面は緩やかな皿状である。

覆土　４層に分層できる。第１・２層はレンズ状の堆積状況を示す自然堆積である。第３・４層はロームブロ

ックを多く含み，遺物の出土状況から埋め戻されたものである。

　第 72 号土坑（第 23・24 図）

土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ローム粒子少量

３　黒 褐 色　ロームブロック中量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片 99 点（坏類 33，高台付皿１，甕類 65），須恵器片 16 点（坏６，瓶２，甕８），陶器

片 1 点（碗）が，東部の覆土中層から下層にかけて出土している。廃絶後に埋め戻す過程で投棄されたか流れ

込んだものとみられる。

所見　出土土器から９世紀後葉と考えられるが，破片が多いことから，流れ込んだ可能性があり，時期は不明

とした。

第 22 図　第１号火葬施設実測図

遺物出土状況　覆土から骨片が出土している。

所見　火葬骨片が出土していることから，遺骸を火葬した土坑と考えられる。時期を決定できる遺物が出土し

ていないので，時期は不明である。

第 23 図　第 72 号土坑実測図
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第 72 号土坑出土遺物観察表（第 24 図）

第 24 図　第 72 号土坑出土遺物実測図

第 25 図　その他の土坑実測図 ⑴

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

75 土師器 坏 ［11.8］ 4.1 ［7.2］ 長石・石英・
針状物質 灰褐 普通 内面ヘラ磨き　底部ヘラ切り後外周回転ヘラ削

り　体部外面墨書「□」「□」 覆土中 30％
PL ６・９

76 土師器 高台付坏 － （2.4） 8.0 長石・石英・
針状物質 灰黄褐 普通 内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切り後高台貼付 覆土中層 20％

77 土師器 高台付坏 － （3.2） ［7.3］ 長石・石英 にぶい褐 普通 体部外面下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き　底
部回転ヘラ切り後高台貼付 覆土中層 20％

78 土師器 高台付皿 ［13.6］ 3.2 ［5.2］
長石・石英・
赤色粒子・
針状物質

赤褐 普通 内面ヘラ磨き　底部回転ヘラ切り後高台貼付 覆土中層 40％　PL ７

79 須恵器 瓶 － （3.8）［11.0］長石・石英・
針状物質・細礫 褐灰 普通 底部回転ヘラ削り後高台貼付　内面自然釉 覆土中層 20％

木葉下窯産
80 須恵器 瓶 － （3.8） ［8.8］ 長石・石英 黄灰 普通 外・内面ロクロナデ　外面自然釉 覆土中層 10％

81 土師器 甕 ［15.0］（4.3） － 長石・石英 にぶい褐 普通 口縁部外・内面横ナデ 覆土下層 ５％

82 須恵器 甕 ［24.8］（5.7） － 長石・石英・
針状物質 灰黄褐 普通 外・内面ロクロナデ 覆土下層 ５％

木葉下窯産
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第 26 図　その他の土坑実測図 ⑵
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第 27 図　その他の土坑実測図 ⑶
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第 28 図　その他の土坑実測図 ⑷
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第 11 号土坑土層解説
１　極 暗 褐 色　ロームブロック微量

第 12 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック微量
２　黒 褐 色　ロームブロック中量
３　黒 褐 色　ロームブロック微量

第７号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック・砂粒微量
２　褐 色　ロームブロック少量
３　にぶい褐色　ロームブロック少量

第９号土坑土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子微量
３　黒 褐 色　ローム粒子微量
４　褐 色　ローム粒子微量

第 10 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量

第 15 号土坑土層解説
１　黒 色　ロームブロック少量
２　黒 褐 色　ロームブロック・七本桜軽石粒子少量

第 16 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック微量
２　黒 褐 色　ローム粒子微量
３　灰 褐 色　ロームブロック少量
４　極 暗 褐 色　ローム粒子微量

第 17 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

第 13 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック少量

第 18 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量

第 19 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量
２　灰 褐 色　ロームブロック少量
３　暗 褐 色　ロームブロック微量
４　灰 褐 色　ロームブロック微量

第 20 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子少量
３　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
４　暗 褐 色　焼土粒子少量，ロームブロック微量
５　極 暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子少量

第 21 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック微量
３　暗 褐 色　ロームブロック少量
４　褐 色　ロームブロック中量

第 48 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量
４　黒 褐 色　ロームブロック中量

第 49 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量
２　褐 色　ロームブロック中量
３　暗 褐 色　ローム粒子中量
４　にぶい黄褐色　ロームブロック多量

第 50 号土坑土層解説
１　黒 色　ローム粒子多量
２　暗 褐 色　ローム粒子多量
３　黒 褐 色　ロームブロック少量

第１号土坑土層解説
１　黒 褐 色　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２　暗 褐 色　焼土粒子少量，ローム粒子微量
３　褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
４　褐 色　ローム粒子微量

第２号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子・粘土粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子微量

第３号土坑土層解説
１　黒 褐 色　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子・粘土粒子微量
３　褐 色　ローム粒子少量，粘土粒子微量

第４号土坑土層解説
１　黒 色　ロームブロック微量
２　極 暗 褐 色　ロームブロック微量
３　暗 褐 色　ロームブロック少量

第５号土坑土層解説
１　黒 色　ローム粒子・砂粒微量
２　黒 褐 色　ロームブロック微量
３　極 暗 褐 色　ロームブロック微量

第６号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・砂粒微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量，砂粒微量

第 29 図　その他の土坑実測図 ⑸
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第 51 号土坑土層解説
１　黒 色　ローム粒子少量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量
３　暗 褐 色　ローム粒子中量

第 53 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子多量
２　暗 褐 色　ローム粒子中量
３　にぶい黄褐色　ローム粒子少量
４　暗 褐 色　ローム粒子少量

第 54 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子多量
２　暗 褐 色　ローム粒子中量

第 55 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック微量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量

第 56 号土坑土層解説
１　黒 色　ローム粒子少量
２　黒 褐 色　ローム粒子中量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量

第 57 号土坑土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量
２　黒 色　ロームブロック微量
３　黒 褐 色　ローム粒子少量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量
５　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第 58 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量
２　褐 色　ロームブロック中量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量

第 59 号土坑土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ローム粒子微量
３　黒 褐 色　ローム粒子少量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量
５　褐 色　ロームブロック中量

第 60 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子多量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量
３　褐 色　ロームブロック中量

第 61 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック多量
２　黒 褐 色　ロームブロック中量
３　暗 褐 色　ローム粒子多量

第 62 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子中量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第 52 号土坑土層解説
１　黒 色　ローム粒子少量
２　褐 色　ロームブロック中量
３　黒 褐 色　ローム粒子中量
４　にぶい黄褐色　ローム粒子多量

第 65 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量

第 66 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量

第 67 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量

第 68 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量

第 69 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック微量
２　黒 褐 色　ロームブロック中量

第 70 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック微量

第 71 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子多量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量

第 73 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック微量
３　黒 褐 色　ロームブロック少量
４　黒 褐 色　ローム粒子中量
５　黒 褐 色　ローム粒子少量
６　暗 褐 色　ロームブロック中量

第 74 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック微量
２　黒 褐 色　ローム粒子少量
３　黒 褐 色　ロームブロック中量

第 75 号土坑土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量

第 76 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック少量
３　にぶい黄褐色　炭化粒子少量，ロームブロック微量

第 77 号土坑土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック少量
２　褐 色　ローム粒子少量

第 64 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　褐 色　ロームブロック中量
３　黄 褐 色　ロームブロック中量

第 63 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子中量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量
４　にぶい黄褐色　ローム粒子中量
５　暗 褐 色　ロームブロック中量
６　褐 色　ローム粒子中量

第 78 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子中量，粘土粒子少量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，粘土粒子微量
３　褐 色　ローム粒子・粘土粒子少量

第 79 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量
３　褐 色　ロームブロック中量

第 80 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック・炭化粒子微量

第 81 号土坑土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第 82 号土坑土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック中量
２　褐 色　ロームブロック少量
３　褐 色　ローム粒子微量

第 83 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック少量
３　黒 褐 色　ロームブロック少量
４　暗 褐 色　ローム粒子微量

－ 41 －



第 84 号土坑土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量
２　黒 色　ローム粒子少量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量
４　暗 褐 色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
５　暗 褐 色　ロームブロック少量
６　褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量
７　黒 色　ロームブロック微量

第 87 号土坑土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック少量
２　褐 色　ロームブロック中量

第 88 号土坑土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　ク微量
２　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック微量
３　極 暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量，粘土ブロッ
　　　　　　　　ク微量
４　極 暗 褐 色　焼土ブロック少量，ロームブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　ク微量
５　黒 色　ロームブロック・焼土ブロック微量
６　褐 色　ロームブロック中量，粘土ブロック・炭化物微量
７　黒 色　ロームブロック微量
８　暗 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック微量

第 85 号土坑土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　褐 色　ロームブロック中量
３　褐 色　ローム粒子微量

表４　その他の土坑一覧表

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

１ Ｒ２g5 Ｎ－ 85°－Ｅ ［楕円形］ 1.08 × 0.80 20 平坦 緩斜 人為

２ Ｒ２e6 － 円形 0.58 × 0.54 20 皿状 緩斜 1 層のみ
自然

３ Ｒ２e5 N － 55°－ W 楕円形 0.59 × 0.53 28 皿状 緩斜 1 層のみ
自然

４ Ｔ１a0 Ｎ－ 50°－Ｅ ［楕円形］ ［1.68］× 1.26 　 28 皿状 緩斜 人為

５ Ｔ１b0 Ｎ－77°－W 楕円形 0.97 × 0.63 29 皿状 緩斜 人為

６ Ｔ１d0 Ｎ－ 43°－Ｅ 不整楕円形 0.96 × 0.83 28 平坦 緩斜 自然

７ Ｔ１e9 Ｎ－ 30°－Ｅ 隅丸長方形 1.34 × 1.21 34 皿状 緩斜 自然

９ Ｖ２d3 Ｎ－ 45°－Ｅ 楕円形 0.68 × 0.54 28 皿状 緩斜 自然

10 Ｐ３d1 Ｎ－ 49°－Ｅ 楕円形 0.83 × 0.75 25 平坦 外傾 人為

11 Ｐ３d1 Ｎ－ 83°－Ｅ 楕円形 0.60 × 0.41 27 平坦 外傾 人為

12 Ｐ３c2 Ｎ－ 57°－Ｅ 長方形 0.91 × 0.57 35 平坦 外傾 自然 土師器，金属製品

13 Ｐ３e1 Ｎ－７°－ W 不整楕円形 0.64 × 0.49 61 皿状 外傾 自然

15 Ｐ３a2 Ｎ－13°－W 楕円形 1.32 × 0.98 21 平坦 緩斜 自然 土師器，金属製品 SI ３→本跡

16 Ｐ３b2 － 円形 1.06 × 0.99 15 平坦 外傾 人為 土師器

17 Ｏ３i3 － ［円形・楕円形］ 1.04 ×（0.52） 15 平坦 緩斜 自然 PG ４→本跡

18 Ｏ３i3 － 円形 0.60 × 0.55 16 平坦 緩斜 自然 本跡→ PG ４

19 Ｏ３i2 － ［方形］ （1.21 × 0.46） 85 平坦 直立 人為

20 Ｏ３g3 － ［円形・楕円形］ 1.23 ×（0.53） 58 平坦 外傾 人為 土師器，金属製品 SI ５→本跡

21 Ｏ３g3 － ［円形・楕円形］（0.68 × 0.31） 62 皿状 外傾 人為

48 Ｓ２d3 Ｎ－56°－W 楕円形 0.66 × 0.57 20 凹凸 外傾 人為

49 Ｓ２e1 Ｎ－58°－W 楕円形 0.75 × 0.49 33 皿状 外傾・緩斜 人為

50 Ｓ１f0 Ｎ－15°－W 楕円形 2.50 × 0.89 33 皿状 緩斜 自然

51 Ｓ２i2 Ｎ－77°－W 楕円形 0.74 × 0.66 24 平坦 緩斜 人為

52 Ｓ２j2 Ｎ－ 87°－Ｅ 楕円形 0.53 × 0.43 34 皿状 緩斜 人為

53 Ｓ２i2 Ｎ－ 35°－Ｅ 楕円形 1.52 × 1.08 86 平坦 外傾 自然

54 Ｓ１f9 Ｎ－24°－W 不定形 2.18 × 1.20 40 平坦 緩斜 自然

55 Ｓ２j1 Ｎ－ 32°－Ｅ 楕円形 0.79 × 0.65 20 皿状 外傾・緩斜 人為

56 Ｓ２j1 Ｎ－ 71°－Ｅ 楕円形 0.84 × 0.70 31 皿状 外傾・緩斜 自然

57 Ｓ２g3 Ｎ－72°－W 不定形 （2.60）× 1.66 67 皿状 緩斜 自然

58 Ｓ１j0 Ｎ－ 23°－Ｅ 楕円形 0.64 × 0.55 31 皿状 外傾・緩斜 人為

59 Ｑ２j6 Ｎ－30°－W ［楕円形］ （1.41）× 0.36 38 平坦 外傾 人為

60 Ｑ２g6 Ｎ－ 67°－Ｅ 楕円形 1.50 × 0.97 31 平坦 緩斜 自然
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　⑶　溝跡

　今回の調査で，その他の溝跡 18 条を確認した。以下，土層解説と断面図（第 30・31 図），一覧表を掲載し，

平面図については遺構全体図（第 38 図）に掲載する。

第 30 図　その他の溝跡実測図 ⑴

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

61 Ｑ２i3 － － （0.60 × 0.32） 42 平坦 外傾 自然 SD ４→本跡

62 Ｑ２g4 Ｎ－ 13°－Ｅ 不定形 （1.98）× 1.36 　 54 凹凸 緩斜 人為 本跡→ SK63

63 Ｑ２g4 Ｎ－14°－W 不定形 （2.36）× 1.33 　 52 凹凸 緩斜 自然 SK62 →本跡

64 Ｑ２f7 Ｎ－50°－W 楕円形 0.95 × 0.66 22 皿状 緩斜 人為

65 Ｑ２a8 Ｎ－35°－W 楕円形 0.97 ×［0.86］ 10 平坦 緩斜 自然

66 Ｐ２j7 Ｎ－37°－W ［楕円形］ ［1.00 × 0.91］ 11 平坦 緩斜 自然

67 Ｐ２j8 Ｎ－45°－W ［方形］ ［0.83 × 0.82］ 12 平坦 緩斜 自然

68 Ｐ２j9 － 円形 0.76 × 0.72 ６ 平坦 緩斜 自然

69 Ｐ２j0 － 円形 1.03 ×（0.99） 17 平坦 外傾 自然 本跡→ SK71

70 Ｐ２j8 Ｎ－ 15°－Ｅ 楕円形 1.27 × 0.99 18 凹凸 緩斜 人為

71 Ｐ２j0 － ［円形］ ［1.22 × 1.20］ 23 平坦 外傾 自然 SK69 →本跡

72 Ｐ２f9 Ｎ－ 25°－Ｅ 楕円形 2.05 × 1.72 74 皿状 緩斜 １・２層は自然
３・４層は人為 土師器，須恵器，陶器 SK73 →本跡

73 Ｐ２f8 Ｎ－ 57°－Ｅ 楕円形 （1.78）× 1.30 （74） 皿状 緩斜 人為 本跡→
SK72，SD14

74 Ｐ２f0 － 円形 0.64 × 0.60 20 凹凸 外傾・緩斜 自然

75 Ｔ２h1 Ｎ－ 55°－Ｅ 長方形 1.26 × 0.82 20 平坦 外傾 自然 SD18 →本跡

76 Ｔ２i1 Ｎ－ 89°－Ｅ 楕円形 1.54 × 1.40 44 凹凸 緩斜 自然 SK77 →本跡

77 Ｔ２i1 Ｎ－78°－W 楕円形 1.36 ×（0.98） 26 平坦 緩斜 人為 本跡→ SK76

78 Ｔ１j0 － 円形 1.12 × 1.06 40 皿状 外傾 自然

79 Ｕ１a0 Ｎ－80°－W 楕円形 1.66 × 1.10 32 平坦 緩斜 自然

80 Ｔ２g3 － ［楕円形］ 1.54 ×（1.10） 28 平坦 外傾・緩斜 自然

81 Ｕ１a0 Ｎ－73°－W 楕円形 1.26 × 1.10 31 皿状 緩斜 自然 SK82 →本跡

82 Ｕ１a0 Ｎ－60°－W 楕円形 1.58 ×（1.10） 30 皿状 緩斜 自然 本跡→ SK81

83 Ｔ２f3 Ｎ－88°－W［円形・楕円形］ 1.64 ×（0.96） 44 平坦 緩斜 自然

84 Ｔ２i2 Ｎ－30°－W ［長方形］ （2.04 × 1.26） 54 凹凸 緩斜 自然 SK85 →本跡

85 Ｔ２i2 Ｎ－30°－W ［長方形］ 1.96 ×（1.22） 40 凹凸 外傾 自然 本跡→ SK84

87 Ｔ２h1 Ｎ－ 50°－Ｅ 楕円形 0.60 × 0.52 26 凹凸 外傾 自然

88 Ｐ２e0 Ｎ－16°－W 不定形 （1.47 × 1.35） （30） 皿状 外傾・緩斜 人為 土師器 本跡→ SI ２

SD４ SD６

SD４・５ SD４・５・11

０ ２ｍ

43.4m

43.8m

43.4m

43.4m

43.8m 43.4m

43.4m

43.4m

83

88

84

89

85A

A

A

C

BA'

A'

A'

C'

B' A A' B

B

B C

B'

B'

B' C'

SD１

SD２・３

SD２
２

２

２
２

４

４
４５

６

３

３

３

２ １１

１

１
１

１
１

１

１

２
３

３

４

４２

２２ ７

３
４

K K

１

５

２

６

３

７

K

－ 43 －



第５号溝跡土層解説
１　黒 色　ローム粒子少量
２　黒 褐 色　ローム粒子中量
３　黒 褐 色　ロームブロック少量
４　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第６号溝跡土層解説
１　黒 色　ローム粒子少量
２　黒 色　ロームブロック少量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量
４　極 暗 褐 色　ロームブロック中量
５　にぶい黄褐色　ロームブロック少量

第７号溝跡土層解説
１　黒 色　ローム粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ローム粒子少量
３　暗 褐 色　ローム粒子少量，細礫微量
４　黒 褐 色　ローム粒子微量

第 10 号溝跡土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子中量
３　黒 褐 色　ロームブロック中量
４　褐 色　ロームブロック中量
５　黒 褐 色　ロームブロック少量

第 11 号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　黄 褐 色　ロームブロック中量

第８号溝跡土層解説
１　黒 色　ローム粒子少量
２　黒 褐 色　ロームブロック微量
３　黒 褐 色　ローム粒子少量
４　黒 褐 色　ローム粒子中量
５　暗 褐 色　ロームブロック微量
６　灰 黄 褐 色　ロームブロック微量
７　にぶい黄褐色　ロームブロック微量

第９号溝跡土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量
３　褐 色　ロームブロック中量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量

第 31 図　その他の溝跡実測図 ⑵

第１号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

第２号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック微量
３　黒 色　ローム粒子微量
４　黒 褐 色　ロームブロック少量

第３号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子微量
２　極 暗 褐 色　ロームブロック少量
３　黒 褐 色　ロームブロック微量

第４号溝跡土層解説
１　黒 色　ローム粒子少量
２　黒 色　ローム粒子微量
３　黒 褐 色　ロームブロック微量
４　黒 褐 色　ローム粒子中量
５　黒 褐 色　ロームブロック中量
６　暗 褐 色　ロームブロック少量
７　黒 色　ローム粒子中量
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第 12 号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子中量
２　黒 褐 色　ローム粒子少量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量
４　褐 色　ロームブロック中量

第 13 号溝跡土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ローム粒子少量
３　黒 褐 色　ロームブロック中量
４　暗 褐 色　ローム粒子微量

第 14 号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　黒 色　ローム粒子微量
３　黒 褐 色　ロームブロック中量

第 15 号溝跡土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック微量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量

第 16 号溝跡土層解説
１　黒 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック中量

第 17 号溝跡土層解説
１　黒 色　ロームブロック少量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量

第 18 号溝跡土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量
２　褐 色　ロームブロック少量

第２号溝跡出土遺物観察表（第 32 図）

第 32 図　その他の溝跡出土遺物実測図 

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

83 土師器 坏 ［13.0］ 4.1 ［7.0］ 長石・石英・
赤色粒子・針状物質 橙 普通 内面ヘラ磨き　底部外周回転ヘラ削り 覆土上層 20％　PL ６

84 須恵器 横瓶 － （9.7） － 長石・石英 灰白 普通 体部外面回転ヘラ削り　内面ロクロナデ　外面
自然釉 覆土上層 ５％

85 須恵器 甕 － （5.5） － 長石・石英・
針状物質 灰・黒 普通 口縁部外面斜方向の櫛目文様 覆土上層 ５％

木葉下窯産

０ 10㎝

83

86 87

90

91

89

TP２

84

85

88
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表５　その他の溝跡一覧表

第 10 号溝跡出土遺物観察表（第 32 図）

第 12 号溝跡出土遺物観察表（第 32 図）

第８号溝跡出土遺物観察表（第 32 図）

第４号溝跡出土遺物観察表（第 32 図）

番号 位　置 方　向 平面形
規　　　　模

断　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長さ（ｍ）上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（㎝）

１ Ｒ２f2 ～Ｒ２i5 Ｎ－ 53°－ W 直線 （14.9） 0.28 ～
0.56

0.12 ～
0.42 ７～８ 逆台形 外傾 自然 土師器 PG １と重複

２ Ｒ２d2 ～Ｒ２g5 Ｎ－ 50°－ W 直線 （22.8） 0.73 ～
1.20

0.33 ～
0.66 30 ～ 69 逆台形 外傾 自然 土師器，須恵器 SD ３→本跡，

PG １と重複
３ Ｒ２d2 ～ R ２e3 Ｎ－ 51°－ W 直線 （6.4） （0.33 ～

0.60）
0.15 ～
0.28 22 ～ 46 Ｕ字状 外傾 自然 本跡→ SD ２，

PG １と重複
４ Ｑ２i3 ～Ｑ２f9 Ｎ－ 64°－ E 直線 （26.2） 0.62 ～

（1.08）
0.10 ～
0.44 17 ～ 48 Ｕ字状 緩斜 人為 土師器，須恵器，灰釉陶

器，陶器
本跡→
SD11，SK61

５ Ｑ２j3 ～ Q ２h7 Ｎ－ 63°－ E 直線 （18.2） 0.71 ～
1.04

0.14 ～
0.47 24 ～ 36 逆台形 緩斜 自然 土師器，須恵器，陶器

６ Q ２i6 ～Ｒ２f6 Ｎ－２°－ E 直線 （17.1） 0.30 ～
0.96

0.13 ～
0.34 ９～ 36 逆台形 外傾・

緩斜 自然 土師器 PG １と重複

７ V ２g3 ～ V ２h3 Ｎ－ 42°－ E 直線 （4.4） 0.60 ～
0.84

0.24 ～
0.36 30 ～ 69 Ｕ字状 外傾・

緩斜 自然 土師器 SD ８，SF １→
本跡

８ V ２g3 ～ V ２h3 Ｎ－ 51°－ E 直線 （4.2） （1.56 ～
2.56）

0.21 ～
0.30 136 Ｕ字状 緩斜 自然 須恵器 本跡→ SD ７，

SF １
９ S １c8 ～ S ２c2 Ｎ－ 89°－ E 直線 （12.9） 0.68 ～

1.50
0.40 ～
0.71 27 逆台形 外傾・

緩斜 自然 土師器，陶器 PG ７と重複

10 Ｓ１c9 ～ S ２e1 Ｎ－ 68°－ W
Ｎ－ 42°－ W 湾曲 11.4 0.73 ～

（1.57）
0.21 ～
0.42 50 ～ 62 Ｕ字状 緩斜 人為 土師器，須恵器，陶器

11 Q ２h4 ～ Q ２g7 Ｎ－ 74°－ E 直線 11.9 0.18 ～
0.24

0.10 ～
0.18 25 Ｕ字状 緩斜 自然 SD ４→本跡

12 P ２i8 ～ P ２i0 Ｎ－ 89°－ W 直線 （11.9） 0.38 ～
0.66

0.14 ～
0.34 30 ～ 70 Ｕ字状 外傾・

緩斜 自然 土師器，須恵器 本跡→ SD13

13 P ２i8 ～ P ２i0 Ｎ－ 89°－ W 直線 （11.8） 0.60 ～
0.95

0.22 ～
0.50 45 ～ 70 逆台形 外傾 自然 土師器，須恵器 SD12 →本跡→ SD14

14 P ２f8 ～ P ２i0 Ｎ－ 39°－ W 直線 （13.9） 0.40 ～
0.58

0.14 ～
0.28 50 Ｕ字状 外傾 自然 土師器，須恵器 SK73，SD13・

15 →本跡
15 P ２g8 ～ P ３g1 Ｎ－ 83°－ E 直線 （11.2） 0.32 ～

0.57
0.16 ～
0.30 45 ～ 52 逆台形 外傾 自然 土師器 本跡→ SD14，

PG ８と重複
16 T ２g2 ～ T ２i2 Ｎ－ 30°－ W 直線 7.5 0.48 ～

0.64
0.20 ～
0.24 18 Ｕ字状 緩斜 自然 須恵器

17 T ２h1 ～ T ２i2 Ｎ－ 34°－ W 直線 6.5 0.42 ～
0.60

0.20 ～
0.34 10 Ｕ字状 緩斜 自然

18 T １h0 ～ T ２i2 Ｎ－ 33°－ W 直線 11.2 0.22 ～
0.40

0.06 ～
0.12 12 Ｕ字状 緩斜 自然 土師器，陶器 本跡→ SK75

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

91 須恵器 高台付坏 － （2.6） 7.8 長石・石英・
針状物質・細礫 褐 普通 外・内面ロクロナデ　底部回転ヘラ切り後高台

貼付 覆土上層 20％
木葉下窯産

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

90 陶器 甕 － （4.3） － 長石・石英
灰褐 外・内面ロクロナデ 常滑窯 覆土下層 ５％

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP ２ 須恵器 甕 長石・石英 灰白 外・内面ロクロナデ 覆土中 堀ノ内窯産

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

86 須恵器 高盤 － （2.6） － 長石・石英 褐灰 普通 脚部４方向透かし孔　外面自然釉 覆土中 10％

87 須恵器 瓶 － （1.7）［13.2］長石・石英・
針状物質 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り 覆土中 ５％

木葉下窯産
88 灰釉陶器 長頸瓶 － （8.6） － 長石・石英 灰白 普通 外・内面ロクロナデ　体部外面施釉 覆土下層 10％　PL ７

黒笹 90 号窯

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

89 陶器 蓋 － （1.7） － 長石
淡黄 外面施釉 黄瀬戸 瀬戸美濃 覆土下層 ５％
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土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック微量，中礫微量
２　黒 褐 色　ロームブロック微量

３　暗 褐 色　ロームブロック微量
４　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子微量

位置　調査Ａ区南部の V ２g3 区，標高 43 ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係　第８号溝跡の後に構築され，第７号溝に掘り込まれている。

規模と形状　Ｖ２g3 区を北東（Ｎ－ 57°－Ｅ）に向かって伸びている。確認できた長さは 4.2 ｍ，幅 1.1 ｍ，

深さ 35㎝である。断面は緩やかな U 字状である。

覆土　４層に分層できる。第１～３層はレンズ状の堆積状況を示した自然堆積である。第４層の上面が硬化し

ており，路面の構築土と考えられる。

所見　出土遺物がなく，時期は不明である。

　第１号道路跡（第 33 図）

　⑷　道路跡

第 33 図　第 1 号道路跡実測図

　⑸　ピット群

　今回の調査で，ピット群６か所が確認できた。いずれも明確に建物を想定できず，また伴出する遺物

がないことから，時期を決定することもできない。ここではピット群計測表を記載し，平面図は遺構全

体図（第 38 図）に掲載する。

第 34 図　第４・８号ピット群出土遺物実測図
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第１号ピット群ピット計測表

第８号ピット群ピット出土遺物観察表（第 34 図）

第４号ピット群ピット出土遺物観察表（第 34 図）

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

1 Ｒ２j5 ［楕円形］ 58 （54） 24
2 Ｒ２i5 楕円形 50 38 25
3 Ｒ２i5 円形 32 32 14
4 Ｒ２i4 楕円形 36 32 34
5 Ｒ２i4 楕円形 22 16 24
6 Ｒ２i4 楕円形 20 18 25
7 Ｒ２h4 楕円形 40 36 43
8 Ｒ２h3 円形 28 28 25
9 Ｒ２h3 楕円形 28 24 19
10 Ｒ２h3 ［楕円形］ 32 （22） 26
11 Ｒ２h3 楕円形 32 22 24
12 Ｒ２h4 円形 34 34 50
13 Ｒ２h4 楕円形 46 32 32
14 Ｒ２h4 円形 20 20 17
15 Ｒ２h4 円形 30 28 21
16 Ｒ２h3 円形 24 24 18
17 Ｒ２h3 円形 50 50 16
18 Ｒ２h3 楕円形 22 18 17
19 Ｒ２h3 円形 36 34 43
20 Ｒ２g3 不整楕円形 36 32 24
21 Ｒ２g3 楕円形 38 30 17
22 Ｒ２h3 楕円形 26 22 20
23 Ｒ２h3 楕円形 22 20 15
24 Ｒ２h2 楕円形 44 40 23
25 Ｒ２g3 楕円形 38 32 17
26 Ｒ２g3 円形 28 26 28
27 Ｒ２g3 楕円形 30 22 52
28 Ｒ２g3 楕円形 36 30 30
29 Ｒ２g3 円形 26 24 14
30 Ｒ２g2 円形 24 22 28
31 Ｒ２g2 円形 36 34 18
32 Ｒ２g2 円形 28 26 20
33 Ｒ２g3 楕円形 22 20 16
34 Ｒ２g3 円形 24 22 22
35 Ｒ２g2 楕円形 32 22 26
36 Ｒ２g2 楕円形 24 20 30
37 Ｒ２g2 楕円形 22 20 40
38 Ｒ２g2 円形 34 34 35
39 Ｒ２g2 楕円形 42 34 39
40 Ｒ２g2 楕円形 40 36 53
41 Ｒ２g3 楕円形 58 40 40
42 Ｒ２g3 円形 24 24 44
43 Ｒ２g2 楕円形 24 20 30
44 Ｒ２g2 楕円形 42 32 44
45 Ｒ２g2 楕円形 20 16 28
46 Ｒ２f2 楕円形 60 42 45
47 Ｒ２f2 楕円形 42 26 58
48 Ｒ２f2 円形 44 42 20
49 Ｒ２f2 円形 20 20 32
50 Ｒ２f2 楕円形 38 34 16
51 Ｒ２f2 楕円形 40 34 40
52 Ｒ２e1 楕円形 40 30 29
53 Ｒ２e2 円形 28 26 53
54 Ｒ２e2 楕円形 44 38 20

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

55 Ｒ２e2 楕円形 22 20 11
56 Ｒ２f2 円形 48 44 13
57 Ｒ２f2 円形 24 22 23
58 Ｒ２f2 楕円形 18 14 27
59 Ｒ２f2 楕円形 40 32 18
60 Ｒ２f2 円形 30 28 23
61 Ｒ２f2 円形 34 32 15
62 Ｒ２f3 楕円形 26 22 24
63 Ｒ２f3 円形 38 36 38
64 Ｒ２f3 楕円形 42 36 40
65 Ｒ２g3 楕円形 22 20 18
66 Ｒ２f3 円形 24 22 34
67 Ｒ２f3 楕円形 22 20 15
68 Ｒ２f3 楕円形 22 18 15
69 Ｒ２f3 円形 24 24 10
70 Ｒ２f4 円形 22 22 22
71 Ｒ２f4 楕円形 36 32 11
72 Ｒ２g3 楕円形 22 20 20
73 Ｒ２g3 円形 26 24 30
74 Ｒ２f4 円形 20 20 13
75 Ｒ２g4 ［円形］ 30 （28） 39
76 Ｒ２g4 楕円形 24 18 21
77 Ｒ２g4 円形 24 24 19
78 Ｒ２g4 円形 50 46 82
79 Ｒ２h4 楕円形 20 18 32
80 Ｒ２h4 楕円形 30 20 20
81 Ｒ２h4 円形 20 20 27
82 Ｒ２h5 楕円形 40 34 19
83 Ｒ２h5 円形 20 20 20
84 Ｒ２h5 不整楕円形 28 24 33
85 Ｒ２g5 楕円形 26 22 25
86 Ｒ２g5 楕円形 24 14 42
87 Ｒ２g5 楕円形 18 14 16
88 Ｒ２g5 円形 22 22 31
89 Ｒ２g5 楕円形 26 22 23
90 Ｒ２g5 楕円形 54 42 16
91 Ｒ２g4 円形 30 30 23
92 Ｒ２g5 楕円形 30 26 18
93 Ｒ２g5 楕円形 20 18 19
94 Ｒ２g5 楕円形 16 12 54
95 Ｒ２g5 楕円形 22 14 53
96 Ｒ２g5 楕円形 36 26 －
97 Ｒ２g6 楕円形 36 30 57
98 Ｒ２g6 楕円形 36 30 64
99 R ２f5 楕円形 24 18 32
100 R ２f5 楕円形 36 28 66
101 Ｒ２g5 楕円形 24 20 35
102 Ｒ２g5 円形 26 26 54
103 Ｒ２g5 円形 20 20 45
104 Ｒ２g5 楕円形 22 20 48
105 Ｒ２g5 楕円形 20 16 52
106 Ｒ２g5 楕円形 26 （20） 16
107 Ｒ２g5 円形 26 26 39
108 Ｒ２g4 楕円形 24 20 11

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

109 Ｒ２g4 楕円形 30 24 19
110 Ｒ２g4 楕円形 38 30 40
111 Ｒ２f4 楕円形 22 18 36
112 Ｒ２f4 楕円形 20 18 19
113 Ｒ２f5 円形 22 22 56
114 Ｒ２f5 楕円形 30 24 50
115 Ｒ２f5 楕円形 30 28 30
116 Ｒ２f5 楕円形 20 16 24
117 Ｒ２f5 楕円形 40 18 34
118 Ｒ２f5 楕円形 28 24 35
119 Ｒ２f5 楕円形 26 16 42
120 Ｒ２f5 楕円形 22 20 32
121 Ｒ２f5 楕円形 20 18 24
122 Ｒ２f5 楕円形 40 24 34
123 Ｒ２f4 楕円形 22 20 23
124 Ｒ２f4 楕円形 30 22 52
125 Ｒ２f4 楕円形 40 28 65
126 Ｒ２f4 楕円形 22 20 20
127 Ｒ２f4 楕円形 36 24 70
128 Ｒ２f4 円形 18 18 40
129 Ｒ２f4 楕円形 34 22 52
130 Ｒ２f4 楕円形 36 26 39
131 Ｒ２f3 楕円形 30 20 43
132 Ｒ２e3 楕円形 42 30 46
133 Ｒ２f4 円形 20 20 18
134 Ｒ２f3 楕円形 32 28 30
135 Ｒ２e3 楕円形 24 14 60
136 Ｒ２e3 楕円形 40 18 58
137 Ｒ２e3 楕円形 22 20 33
138 Ｒ２e3 ［楕円形］ 30 ［26］ 77
139 Ｒ２e3 ［楕円形］ 36 ［32］ 52
140 Ｒ２e3 楕円形 30 24 56
141 Ｒ２e3 楕円形 28 22 34
142 Ｒ２e3 楕円形 40 34 24
143 Ｒ２e3 円形 34 32 58
144 Ｒ２e3 円形 36 34 40
145 Ｒ２e3 円形 26 24 34
146 Ｒ２e3 円形 26 24 38
147 Ｒ２e3 楕円形 30 24 33
148 Ｒ２e3 楕円形 42 30 26
149 Ｒ２e2 楕円形 22 20 35
150 Ｒ２f2 円形 30 28 36
151 Ｒ２f2 円形 18 18 23
152 Ｒ２f4 円形 20 20 40
153 Ｒ２e2 円形 24 24 22
154 Ｒ２e2 楕円形 28 24 28
155 Ｒ２e2 楕円形 38 34 20
156 Ｒ２d2 円形 30 28 21
157 Ｒ２d2 楕円形 28 24 30
158 Ｒ２d2 円形 24 22 34
159 Ｒ２d2 ［楕円形］ 30 （28） 26
160 Ｒ２d2 円形 30 28 50
161 Ｒ２d2 不定形 50 40 40
162 Ｒ２d2 楕円形 24 18 36

番号 器　種 長さ 幅 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP24 管状土錘 （4.0） 1.1 0.3 （4.6） 長石・石英・
針状物質 にぶい褐 一部欠損　ナデ　一方向からの穿孔 P ５覆土中

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

92 陶器 鉢 － （6.9） － 長石・石英・礫
灰褐 体部外面ナデ 常滑窯 P48 覆土中 ５％

－ 48 －



第２号ピット群ピット計測表

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

163 Ｒ２d2 楕円形 30 26 20
164 Ｒ２d2 円形 38 36 38
165 Ｒ２d2 楕円形 24 20 39
166 Ｒ２d2 楕円形 30 24 20
167 Ｒ２d3 楕円形 24 20 27
168 Ｒ２d3 楕円形 30 26 22
169 Ｒ２d3 楕円形 26 16 29
170 Ｒ２d3 楕円形 26 22 48
171 Ｒ２d3 円形 20 20 20
172 Ｒ２d3 円形 24 22 21
173 Ｒ２d3 円形 26 26 15
174 Ｒ２d3 円形 24 24 39
175 Ｒ２d3 楕円形 20 18 43
176 Ｒ２d3 円形 22 22 15
177 Ｒ２d3 楕円形 32 26 30
178 Ｒ２d3 楕円形 44 30 50
179 Ｒ２d3 楕円形 22 20 45
180 Ｒ２d3 楕円形 30 22 29
181 Ｒ２f4 円形 12 12 22
182 Ｒ２e3 楕円形 28 22 38
183 Ｒ２e3 楕円形 22 18 42
184 Ｒ２e3 楕円形 22 16 42
185 Ｒ２e3 楕円形 22 20 33
186 Ｒ２e3 楕円形 26 22 33
187 Ｒ２e3 楕円形 34 28 44
188 Ｒ２e3 楕円形 22 20 35
189 Ｒ２e3 円形 26 24 35
190 Ｒ２e3 楕円形 20 18 33
191 Ｒ２d4 楕円形 24 20 50
192 Ｒ２d4 楕円形 20 16 39
193 Ｒ２d4 楕円形 20 14 26
194 Ｒ２d4 楕円形 26 22 26
195 Ｒ２d4 楕円形 28 24 20
196 Ｒ２d4 円形 32 30 16
197 Ｒ２d4 楕円形 18 14 33
198 Ｒ２d4 楕円形 30 22 33
199 Ｒ２d4 楕円形 20 18 40
200 Ｒ２d4 楕円形 22 20 21
201 Ｒ２d4 楕円形 34 32 36
202 Ｒ２d4 楕円形 34 26 26
203 Ｒ２e4 楕円形 30 24 17
204 Ｒ２e4 楕円形 22 16 50
205 Ｒ２e4 楕円形 20 16 26
206 Ｒ２e4 楕円形 28 24 43

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

207 Ｒ２e4 円形 20 20 30
208 Ｒ２e4 楕円形 20 18 37
209 Ｒ２e4 楕円形 34 22 29
210 Ｒ２e4 楕円形 30 20 35
211 Ｒ２e4 楕円形 34 26 34
212 Ｒ２f4 楕円形 42 30 41
213 Ｒ２f4 円形 16 16 43
214 Ｒ２e4 楕円形 26 22 45
215 Ｒ２e5 楕円形 22 20 25
216 Ｒ５e5 楕円形 30 24 37
217 Ｒ２f4 円形 28 26 26
218 Ｒ２f5 楕円形 30 20 33
219 Ｒ２f5 楕円形 22 20 30
220 Ｒ２f5 楕円形 26 22 38
221 Ｒ２f5 楕円形 30 24 23
222 Ｒ２f5 円形 20 20 21
223 Ｒ２f5 楕円形 24 18 51
224 Ｒ２f5 円形 34 32 18
225 Ｒ２f5 円形 26 24 26
226 Ｒ２f5 円形 20 20 21
227 Ｒ２f5 円形 20 20 30
228 Ｒ２e5 楕円形 28 22 21
229 Ｒ２e5 円形 20 20 25
230 Ｒ２e5 楕円形 38 32 23
231 Ｒ２e6 楕円形 34 26 17
232 Ｒ２e5 円形 26 24 19
233 Ｒ２d6 円形 32 30 26
234 Ｒ２d6 円形 50 46 18
235 Ｒ２d5 楕円形 44 40 45
236 Ｒ２d5 楕円形 28 22 15
237 Ｒ２c5 円形 20 20 23
238 Ｒ２c5 円形 30 28 25
239 Ｒ２c5 楕円形 28 20 20
240 Ｒ２c2 円形 24 22 22
241 Ｒ２c5 楕円形 32 24 26
242 Ｒ２c5 楕円形 26 20 12
243 Ｒ２c6 楕円形 28 22 33
244 Ｒ２c6 円形 32 30 25
245 Ｒ２c6 楕円形 22 20 15
246 Ｒ２c6 円形 30 28 20
247 Ｒ２c7 楕円形 20 18 15
248 Ｒ２a6 楕円形 24 20 18
249 Ｒ２b6 円形 20 20 20
250 Ｒ２b6 楕円形 24 20 15

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

251 Ｒ２b6 楕円形 22 20 19
252 Ｒ２b6 楕円形 24 20 13
253 Ｒ２b6 円形 22 22 20
254 Ｒ２a6 円形 24 22 18
255 Ｒ２a6 楕円形 22 20 73
256 Ｒ２a5 楕円形 28 24 10
257 Ｒ２b5 楕円形 24 20 15
258 Ｒ２b5 楕円形 22 20 28
259 Ｒ２b5 円形 22 22 20
260 Ｒ２b5 楕円形 30 22 19
261 Ｒ２b5 円形 24 22 22
262 Ｒ２b5 円形 24 24 26
263 Ｒ２b5 ［円形］ 22 （22） 15
264 Ｒ２b5 円形 22 22 26
265 Ｒ２b5 楕円形 30 26 34
266 Ｒ２c3 円形 40 38 52
267 Ｒ２c3 楕円形 32 28 15
268 Ｒ２c3 円形 32 30 19
269 Ｒ２c3 楕円形 42 38 25
270 Ｒ２b3 円形 30 28 21
271 Ｒ２b3 円形 34 32 57
272 Ｒ２b4 楕円形 26 20 12
273 Ｒ２b4 楕円形 28 22 25
274 Ｒ２b3 楕円形 24 20 12
275 Ｒ２b3 円形 32 30 15
276 Ｒ２b4 楕円形 28 20 40
277 Ｒ２b4 円形 28 26 20
278 Ｒ２b4 楕円形 22 20 17
279 Ｒ２b5 円形 22 22 23
280 Ｒ２a5 楕円形 26 20 18
281 Ｒ２a5 楕円形 32 22 19
282 Ｒ２a4 円形 32 32 40
283 Ｑ２j4 楕円形 28 20 18
284 Ｒ２a4 楕円形 22 20 33
285 Ｒ２a3 楕円形 40 32 12
286 Ｒ２g5 楕円形 36 24 60
287 Ｒ２a3 楕円形 40 34 87
288 Ｒ２a3 円形 32 30 38
289 Ｒ２a3 円形 30 28 23
290 Ｑ２j3 円形 40 40 40
291 Ｑ２j4 円形 44 42 31
292 Ｑ２j4 楕円形 28 24 30
293 Ｑ２j3 円形 36 34 13
294 Ｒ２g5 楕円形 16 10 42

番号 位置 形状
規模（㎝）

長径 短径 深さ
1 Ｔ１g8 円形 12 12 18
2 Ｔ１f8 楕円形 22 18 27
3 Ｔ１f8 楕円形 16 14 26
4 Ｔ１f8 楕円形 20 14 19
5 Ｔ１f9 ［円形］ 18 （10） 19
6 Ｔ１f8 楕円形 28 21 39
7 Ｔ１f8 楕円形 22 16 37
8 Ｔ１f9 楕円形 32 30 58
9 Ｔ１f9 楕円形 28 24 54
10 Ｔ１f9 円形 24 22 20
11 Ｔ１f9 楕円形 28 24 16
12 Ｔ１f9 楕円形 20 17 23
13 Ｔ１f9 楕円形 35 28 19
14 Ｔ１f9 楕円形 28 25 14
15 Ｔ１f9 楕円形 22 16 9
16 Ｔ１f9 楕円形 32 29 18
17 Ｔ１f9 楕円形 32 26 38
18 Ｔ１f9 楕円形 21 18 30
19 Ｔ１f8 楕円形 25 20 56

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

20 Ｔ１f8 楕円形 24 19 20
21 Ｔ１e8 楕円形 28 19 27
22 Ｔ１e8 楕円形 34 26 19
23 Ｔ１e8 楕円形 22 19 14
24 Ｔ１e8 楕円形 24 18 7
25 Ｔ１e8 円形 23 21 10
26 Ｔ１e8 楕円形 24 20 22
27 Ｔ１e8 楕円形 24 20 6
28 Ｔ１e8 楕円形 28 22 28
29 Ｔ１e8 楕円形 25 20 12
30 Ｔ１d8 楕円形 26 17 6
31 Ｔ１d8 楕円形 24 19 19
32 Ｔ１d8 楕円形 24 18 25
33 Ｔ１d8 円形 24 24 16
34 Ｔ１d8 円形 22 22 31
35 Ｔ１d8 円形 24 22 16
36 Ｔ１d8 楕円形 29 21 65
37 Ｔ１d8 楕円形 20 17 25
38 Ｔ１d9 円形 16 15 13

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

39 Ｔ１d9 楕円形 25 22 28
40 Ｔ１d9 楕円形 28 24 22
41 Ｔ１d9 円形 32 32 43
42 Ｔ１e9 楕円形 32 25 11
43 Ｔ１e8 楕円形 26 21 14
44 Ｔ１e8 楕円形 17 14 9
45 Ｔ１e9 楕円形 22 18 22
46 Ｔ１e9 円形 26 25 19
47 Ｔ１e8 円形 19 19 14
48 Ｔ１e9 楕円形 40 23 41
49 Ｔ１e9 楕円形 26 19 38
50 Ｔ１e9 楕円形 28 24 33
51 Ｔ１e9 円形 32 30 12
52 Ｔ１e9 楕円形 26 22 18
53 Ｔ１e9 楕円形 24 21 14
54 Ｔ１e9 円形 22 22 9
55 Ｔ１e9 楕円形 24 18 12
56 Ｔ１f9 円形 31 30 13
57 Ｔ１f9 円形 16 15 16

－ 49 －



第３号ピット群ピット計測表

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

58 Ｔ１f9 楕円形 22 17 28
59 Ｔ１f9 楕円形 34 26 51
60 Ｔ１f0 楕円形 18 15 26
61 Ｔ１f0 楕円形 22 17 44
62 Ｔ１e0 円形 17 16 30
63 Ｔ１e0 円形 32 32 39
64 Ｔ１e0 楕円形 28 20 24
65 Ｔ１e0 楕円形 26 23 10
66 Ｔ１e0 円形 20 19 12
67 Ｔ１e0 楕円形 26 18 43
68 Ｔ１e0 楕円形 32 29 46
69 Ｔ１e0 楕円形 22 19 25
70 Ｔ１e0 楕円形 37 30 67
71 Ｔ１e9 楕円形 40 33 17
72 Ｔ１e9 楕円形 26 23 27
73 Ｔ１e0 楕円形 29 26 21
74 Ｔ１e0 楕円形 40 35 31
75 Ｔ１e0 楕円形 38 34 36
76 Ｔ１e0 円形 33 32 34
77 Ｔ１e9 楕円形 33 23 26
78 Ｔ１e9 楕円形 22 18 21
79 Ｔ１e9 楕円形 20 14 29
80 Ｔ１d0 円形 19 18 25
81 Ｔ１d0 楕円形 26 22 33
82 Ｔ１d0 楕円形 28 25 24
83 Ｔ１d0 円形 23 21 35
84 Ｔ１e0 楕円形 46 34 70
85 Ｔ１e0 楕円形 28 25 54
86 Ｔ１d0 楕円形 40 33 47
87 Ｔ１d0 楕円形 27 24 19
88 Ｔ１d0 楕円形 26 23 22
89 Ｔ１e0 楕円形 32 22 30
90 Ｔ１e0 楕円形 38 28 59
91 Ｔ１e0 ［円形］ 23 （18） 31
92 Ｔ１e0 楕円形 28 19 27
93 Ｔ１e0 ［楕円形］（32） 32 28
94 Ｔ２e1 円形 26 24 37
95 Ｔ１e0 楕円形 38 31 31
96 Ｔ１e0 楕円形 20 18 19
97 Ｔ２e1 楕円形 25 17 25
98 Ｔ２e1 楕円形 30 27 27
99 Ｔ２e1 楕円形 25 20 22
100 Ｔ２e1 円形 26 24 57
101 Ｔ２e1 楕円形 36 26 25
102 Ｔ２e1 楕円形 20 18 22
103 Ｔ２d1 円形 13 12 13
104 Ｔ２d1 楕円形 28 25 19
105 Ｔ２d1 楕円形 43 28 31
106 Ｔ２d1 楕円形 40 36 42
107 Ｔ２d1 楕円形 21 18 20
108 Ｔ２d1 楕円形 23 20 25
109 Ｔ２d1 楕円形 32 20 41
110 Ｔ２d1 円形 22 21 －

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

111 Ｔ２d1 楕円形 25 20 －
112 Ｔ２d1 楕円形 30 25 45
113 Ｔ２d1 楕円形 28 23 25
114 Ｔ２d1 楕円形 32 26 28
115 Ｔ２d1 円形 20 20 43
116 Ｔ２d1 楕円形 30 24 16
117 Ｔ２d1 楕円形 20 18 20
118 Ｔ２d1 楕円形 （24） 23 10
119 Ｔ２d1 楕円形 38 30 28
120 Ｔ２d1 楕円形 32 28 31
121 Ｔ２d1 楕円形 24 18 42
122 Ｔ２d1 楕円形 22 18 43
123 Ｔ１d0 楕円形 26 18 9
124 Ｔ１d0 楕円形 29 24 24
125 Ｔ１d0 円形 34 32 20
126 Ｔ１d0 楕円形 26 19 16
127 Ｔ１d0 円形 32 30 71
128 Ｔ１d9 楕円形 34 28 24
129 Ｔ１d9 円形 36 33 39
130 Ｔ１d9 楕円形 23 20 32
131 Ｔ１d9 楕円形 18 16 27
132 Ｔ１c9 楕円形 28 24 21
133 Ｔ１c9 円形 28 27 40
134 Ｔ１c9 円形 28 27 28
135 Ｔ１c9 円形 25 23 39
136 Ｔ１c9 楕円形 36 30 19
137 Ｔ１c9 円形 30 30 22
138 Ｔ１b8 楕円形 28 25 18
139 Ｔ１b8 円形 29 28 19
140 Ｔ１b9 楕円形 28 24 14
141 Ｔ１b9 楕円形 30 26 13
142 Ｔ１b9 楕円形 31 24 20
143 Ｔ１b0 楕円形 22 20 24
144 Ｔ１b0 楕円形 40 28 48
145 Ｔ１b0 楕円形 28 23 31
146 Ｔ１b0 楕円形 17 14 26
147 Ｔ１b9 楕円形 40 35 16
148 Ｔ１a9 楕円形 32 20 17
149 Ｔ１a9 円形 26 24 15
150 Ｔ１a8 楕円形 30 26 17
151 Ｔ１a8 楕円形 34 29 9
152 Ｔ１a8 ［楕円形］（20） 30 28
153 Ｔ１a8 円形 28 28 15
154 Ｔ１a8 楕円形 18 13 10
155 Ｔ１a8 楕円形 26 18 13
156 Ｔ１a9 楕円形 16 13 28
157 Ｓ１j8 楕円形 30 25 41
158 Ｓ１j8 ［楕円形］（20） 24 27
159 Ｓ１j9 楕円形 34 26 16
160 Ｓ１j9 楕円形 38 31 24
161 Ｓ１j9 楕円形 30 25 21
162 Ｓ１j9 楕円形 32 28 14
163 Ｓ１j9 楕円形 26 20 10

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

164 Ｓ１j9 楕円形 30 26 15
165 Ｓ１j9 楕円形 46 26 22
166 Ｓ１j9 楕円形 32 27 25
167 Ｓ１j9 楕円形 18 14 17
168 Ｓ１j9 楕円形 30 24 31
169 Ｓ１j9 円形 33 32 12
170 Ｓ１j9 円形 30 28 51
171 Ｓ１j0 楕円形 22 19 19
172 Ｔ１a9 楕円形 24 21 27
173 Ｔ１a9 楕円形 27 24 16
174 Ｔ１a0 楕円形 22 18 28
175 Ｔ１a0 円形 46 44 27
176 Ｓ１j0 ［楕円形］（19） 38 52
177 Ｔ１a0 円形 31 31 35
178 Ｔ１a0 円形 32 30 22
179 Ｔ２a1 円形 29 28 49
180 Ｔ２a1 円形 21 20 23
181 Ｔ１b0 楕円形 32 27 19
182 Ｔ１b0 円形 30 30 43
183 Ｔ１b0 楕円形 26 23 40
184 Ｔ１b0 楕円形 32 25 34
185 Ｔ１c0 楕円形 26 20 31
186 Ｔ１b0 楕円形 28 21 37
187 Ｔ１b0 ［円形］ （22） 22 30
188 Ｔ２b1 ［円形］ （16） 16 17
189 Ｔ２b1 ［円形］ （23） 23 21
190 Ｔ２b1 楕円形 20 17 25
191 Ｔ２b1 楕円形 66 44 19
192 Ｔ２b1 楕円形 30 23 17
193 Ｔ２b1 楕円形 40 33 24
194 Ｔ２b1 円形 29 28 37
195 Ｔ２c1 楕円形 35 30 22
196 Ｔ２c1 楕円形 27 24 49
197 Ｔ２c1 楕円形 30 20 22
198 Ｔ２c1 楕円形 26 22 19
199 Ｔ２c1 円形 30 28 26
200 Ｔ２c1 円形 24 24 22
201 Ｔ２c1 円形 24 22 17
202 Ｔ２c1 楕円形 27 24 25
203 Ｔ２c2 楕円形 32 28 36
204 Ｔ２c1 楕円形 44 34 25
205 Ｔ２c1 円形 11 11 8
206 Ｔ２c1 楕円形 14 10 6
207 Ｔ２c1 楕円形 24 20 11
208 Ｔ２c1 円形 44 41 18
209 Ｔ２c2 円形 24 24 41
210 Ｔ２c2 楕円形 21 17 44
211 Ｔ２d2 楕円形 26 21 17
212 Ｔ２d2 楕円形 38 30 67
213 Ｔ２d2 楕円形 26 22 38
214 Ｔ２c2 楕円形 25 22 38
215 Ｔ２c2 円形 21 20 27
216 Ｔ２c2 ［楕円形］（11） 19 41

番号 位置 形状
規模（㎝）

長径 短径 深さ
1 Ｕ２g1 楕円形 24 18 17
2 Ｕ２g1 楕円形 20 15 21
3 Ｕ２g2 楕円形 21 18 51
4 Ｕ２f2 楕円形 22 18 26
5 Ｕ２f2 楕円形 26 22 22
6 Ｕ２f2 円形 24 22 19
7 Ｕ２f2 楕円形 22 17 49
8 Ｕ２f2 楕円形 18 15 20
9 Ｕ２f2 円形 23 21 30
10 Ｕ２f2 楕円形 20 18 22
11 Ｕ２f2 楕円形 36 17 28
12 Ｕ２f2 円形 19 18 26

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

13 Ｕ２f2 楕円形 28 24 48
14 Ｕ２f2 楕円形 21 17 15
15 Ｕ２f1 楕円形 25 22 15
16 Ｕ２f1 楕円形 22 18 20
17 Ｕ２f1 円形 28 26 24
18 Ｕ２f2 楕円形 16 14 20
19 Ｕ２f2 楕円形 31 22 22
20 Ｕ２f1 円形 18 18 24
21 Ｕ２f1 円形 21 21 15
22 Ｕ２f1 円形 25 24 22
23 Ｕ２e1 楕円形 17 15 18
24 Ｕ２e1 楕円形 22 17 20

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

25 Ｕ２e1 楕円形 25 20 35
26 Ｕ２e1 楕円形 24 18 34
27 Ｕ２d1 楕円形 22 18 16
28 Ｕ２d1 円形 20 20 18
29 Ｕ２d1 楕円形 20 18 12
30 Ｕ２d2 楕円形 24 18 26
31 Ｕ２c2 楕円形 26 23 21
32 Ｕ２c2 楕円形 30 26 30
33 Ｕ２b2 楕円形 25 21 25
34 Ｕ２b2 楕円形 26 （18） 44

－ 50 －



第４号ピット群ピット計測表

第７号ピット群ピット計測表

第８号ピット群ピット計測表

番号 位置 形状
規模（㎝）

長径 短径 深さ
1 Ｏ３g3 楕円形 37 32 22
2 Ｏ３g3 円形 45 42 17
3 Ｐ３c1 円形 32 ［31］ 30
4 Ｐ３c1 円形 21 ［21］ 15
5 Ｐ３e2 楕円形 31 25 52
6 Ｐ３e1 楕円形 30 22 17
7 Ｐ３e1 楕円形 26 22 15
8 Ｐ３d2 楕円形 26 23 46
9 Ｐ３d2 円形 27 25 26
10 Ｐ３d2 楕円形 29 21 12
11 Ｐ３d1 楕円形 29 24 18
12 Ｐ３d1 楕円形 24 20 31
13 Ｐ３d1 楕円形 25 21 19
14 Ｐ３d2 円形 22 21 20
15 Ｐ３d2 楕円形 30 24 26
16 Ｐ３d2 円形 22 21 23
17 Ｐ３d2 楕円形 28 23 23
18 Ｐ３d2 円形 18 17 12
19 Ｐ３c1 楕円形 41 31 24
20 Ｐ３d1 円形 23 23 24
21 Ｐ３c1 楕円形 35 29 36
22 Ｐ３c1 円形 26 24 15
23 Ｐ３c1 円形 26 26 43
24 Ｐ３c1 楕円形 27 23 27

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

25 Ｐ３c2 円形 25 23 22
26 Ｐ３c1 楕円形 26 22 35
27 Ｐ３c1 楕円形 27 23 26
28 Ｐ３c2 円形 31 29 35
29 Ｐ３c2 円形 25 25 26
30 Ｐ３c2 円形 29 28 14
31 Ｐ３c1 円形 26 25 31
32 Ｐ３c1 円形 26 26 17
33 Ｐ３c1 楕円形 39 35 21
34 Ｐ３a2 円形 27 25 28
35 Ｏ３j2 円形 20 19 32
36 Ｏ３j2 円形 23 21 33
37 Ｏ３j2 円形 19 18 19
38 Ｏ３j3 楕円形 24 21 29
39 Ｏ３j3 ［楕円形］（25） （10） 22
40 Ｏ３j3 楕円形 27 23 44
41 Ｏ３j3 楕円形 17 14 21
42 Ｏ３j2 楕円形 25 21 13
43 Ｏ３j2 楕円形 29 25 31
44 Ｏ３j2 円形 23 23 29
45 Ｏ３j2 円形 21 21 25
46 Ｏ３j2 楕円形 22 20 38
47 Ｏ３j2 楕円形 32 25 40
48 Ｏ３j3 楕円形 21 18 13

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

49 Ｏ３j3 楕円形 20 18 22
50 Ｏ３j3 円形 18 17 15
51 Ｏ３j3 楕円形 21 17 6
52 Ｏ３j2 円形 19 18 45
53 Ｏ３j3 楕円形 18 15 5
54 Ｏ３i3 円形 19 18 39
55 Ｏ３i3 円形 17 17 55
56 Ｏ３i3 ［円形］ 43 （39） 19
57 Ｏ３i3 楕円形 21 18 18
58 Ｏ３i3 楕円形 18 16 15
59 Ｏ３i3 楕円形 22 20 17
60 Ｏ３i3 円形 19 18 18
61 Ｏ３i3 楕円形 26 23 58
62 Ｏ３i3 円形 37 35 29
63 Ｐ３d2 円形 23 21 22
64 Ｐ３d2 円形 34 31 60
65 Ｐ３d1 円形 28 28 18
66 Ｐ３d1 楕円形 23 20 22
67 Ｐ３c2 円形 28 26 11
68 Ｐ３c1 楕円形 25 22 18
69 Ｐ３c1 円形 34 32 29
70 Ｐ３b1 楕円形 33 29 37
71 Ｏ３j2 楕円形 26 20 ８
72 Ｐ３a2 楕円形 43 30 21

番号 位置 形状
規模（㎝）

長径 短径 深さ
1 Ｓ２c1 不整円形 46 42 14
2 Ｓ２c2 ［円形］ ［50］ ［48］ 29
3 Ｓ２d2 円形 37 35 20
4 Ｓ２d3 楕円形 41 36 28
5 Ｓ２d3 楕円形 58 47 30
6 Ｓ２d3 円形 50 48 34
7 Ｓ２d2 楕円形 51 46 54
8 Ｓ２e2 円形 43 40 21
9 Ｓ２d1 楕円形 35 30 20
10 Ｓ２e2 不整楕円形 60 50 18
11 Ｓ２e3 不整楕円形 45 38 34
12 Ｓ２e2 楕円形 48 39 60
13 Ｓ２f2 円形 51 48 17
14 Ｓ２f1 楕円形 43 37 23
15 Ｓ２c1 円形 43 40 41
16 Ｓ２e3 楕円形 41 31 38
17 Ｓ２f1 楕円形 35 30 22
18 Ｓ１b0 楕円形 39 35 20
19 Ｓ２f2 楕円形 33 25 16
20 Ｓ１c0 不整円形 39 39 15
21 Ｓ１c0 楕円形 48 39 19
22 Ｓ１c0 ［楕円形］［60］ 52 46

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

23 Ｓ１d9 ［円形］ 35 （30） 24
24 Ｓ１d9 楕円形 56 47 27
25 Ｓ１e9 楕円形 85 63 27
26 Ｓ１g0 楕円形 33 27 18
27 Ｓ１f8 楕円形 46 41 15
28 Ｓ１e9 楕円形 46 40 31
29 Ｓ２g3 円形 46 42 16
30 Ｓ１d0 楕円形 36 29 47
31 Ｓ１e9 楕円形 35 31 48
32 Ｓ１e0 円形 35 33 31
33 Ｓ２g3 楕円形 41 37 20
34 Ｓ２g1 円形 31 29 11
35 Ｓ１g9 円形 27 27 42
36 Ｓ１g0 楕円形 49 36 28
37 Ｓ１g0 楕円形 23 20 14
38 Ｓ１h0 円形 23 21 26
39 Ｓ２b2 楕円形 35 30 35
40 Ｓ１g8 楕円形 40 27 26
41 Ｓ２b2 楕円形 29 22 21
42 Ｓ２b2 楕円形 27 24 22
43 Ｓ２i2 楕円形 35 31 44
44 Ｓ２j2 円形 40 38 66

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

45 Ｓ１i0 楕円形 29 21 20
46 Ｓ１h0 円形 33 33 36
47 Ｓ１h0 円形 28 26 29
48 Ｓ２h1 楕円形 42 34 18
49 Ｓ２j2 円形 31 31 29
50 Ｓ２i1 円形 32 30 26
51 Ｓ１h0 円形 29 28 20
52 Ｓ１h0 円形 26 25 23
53 Ｓ１i0 楕円形 30 24 27
54 Ｓ２j1 楕円形 33 29 12
55 Ｓ２j1 円形 39 37 14
56 Ｔ２a2 円形 43 42 24
57 Ｔ２a1 円形 25 24 24
58 Ｓ２j1 楕円形 40 26 15
59 Ｓ１i9 円形 42 39 25
60 Ｓ１h8 円形 34 32 47
61 Ｓ２i2 楕円形 51 44 38
62 Ｓ１j8 円形 49 47 38
63 Ｓ１f9 円形 37 35 19
64 Ｓ２j2 円形 29 28 26
65 Ｓ１i0 楕円形 31 28 18
66 Ｓ１c0 円形 63 62 69

番号 位置 形状
規模（㎝）

長径 短径 深さ
1 Ｑ２i5 円形 37 37 33
2 Ｑ２i6 円形 49 45 20
3 Ｑ２i6 円形 42 39 36
4 Ｑ２h4 楕円形 22 19 31
5 Ｑ２h4 楕円形 58 43 22
6 Ｑ２g4 円形 33 31 24
7 Ｑ２g7 円形 24 22 33
8 Ｑ２g5 楕円形 29 25 24
9 Ｑ２f9 円形 30 29 46

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

10 Ｑ２g7 円形 25 23 20
11 Ｑ２e9 楕円形 32 28 34
12 Ｑ２e8 楕円形 51 46 30
13 Ｑ２e9 円形 36 33 44
14 Ｑ２e8 楕円形 32 27 9
15 Ｑ２e7 楕円形 30 24 20
16 Ｑ２e8 楕円形 32 29 56
17 Ｑ２e8 楕円形 31 26 30
18 Ｑ２f8 楕円形 41 32 53

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

19 Ｑ２e7 楕円形 23 20 31
20 Ｑ２e8 楕円形 29 26 35
21 Ｑ２e8 楕円形 34 29 18
22 Ｑ２f8 楕円形 23 20 28
23 Ｑ２d8 円形 27 25 36
24 Ｑ２d9 楕円形 46 37 30
25 Ｑ２d9 楕円形 35 31 20
26 Ｑ２d9 円形 33 31 25
27 Ｑ２d6 楕円形 ［38］ 34 35

－ 51 －



　⑹　遺構外出土遺物（第 35・36 図）

　今回の調査で，出土した遺構に伴わない遺物について，実測図と観察表を掲載する。

表６　ピット群一覧表

第 35 図　遺構外出土遺物実測図 ⑴

番号 位 置 範囲
柱 穴

主 な 出 土 遺 物 備　考
柱穴数 平面形 長径（㎝） 短径（㎝） 深さ

（㎝）
１ Q ２i1 ～ R ２j7 東 西 18m， 南 北 40m 294 円形・楕円形 12 ～ 60 10 ～（54） 10 ～ 87 SD １・２・３・

６と重複
２ S １j8 ～ T ２g2 東 西 16m， 南 北 30m 216 円形・楕円形 11 ～ 66 （10）～ 44 ６～ 71

３ U ２b1 ～ U ２g2 東 西 10m， 南 北 20m 34 円形・楕円形 16 ～ 36 14 ～ 26 12 ～ 51

４ O ３g1 ～ P ３e3 東 西 ８ m， 南 北 25m 72 円形・楕円形 17 ～ 45 10 ～ 42 ５～ 60 管状土錘 SI ５，SK18 →
本跡→ SK17

７ S １b8 ～ T ２a3 東 西 19m， 南 北 35m 66 円形・楕円形 23 ～ 85 20 ～ 63 11 ～ 69 SD ９と重複

８ P ２e4 ～ Q ３i1 東 西 22m， 南 北 55m 52 円形・楕円形 22 ～ 58 19 ～ 46 ９～ 56 陶器 SD15 と重複

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

28 Ｑ２b7 楕円形 23 20 30
29 Ｑ２d9 円形 36 35 35
30 Ｑ２c9 楕円形 29 26 21
31 Ｑ２b8 円形 ［25］ 25 20
32 Ｑ２c9 楕円形 29 25 31
33 Ｑ２c9 円形 29 27 31
34 Ｑ２c6 円形 ［33］ 32 40
35 Ｐ２j8 円形 43 42 50
36 Ｐ２h9 円形 32 30 33

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

37 Ｐ２i8 楕円形 36 32 23
38 Ｐ２j7 円形 39 38 48
39 Ｐ２i8 円形 38 36 49
40 Ｐ２i0 円形 56 55 33
41 Ｐ２i8 楕円形 29 26 23
42 Ｐ２h9 円形 25 25 28
43 Ｐ２h0 楕円形 31 25 34
44 Ｐ２g9 円形 29 29 35
45 Ｐ２g9 ［楕円形］［40］ 36 55

番号 位置 形状 規模（㎝）
長径 短径 深さ

46 Ｐ２f9 楕円形 29 26 20
47 Ｐ２f0 円形 23 23 19
48 Ｐ３g1 楕円形 31 27 39
49 Ｐ３g1 円形 32 30 29
50 Ｐ２f0 円形 27 26 21
51 Ｐ２e0 楕円形 31 26 48
52 Ｐ２e0 円形 36 33 25

93

99
98

100

101 102

104
103

94 95 96 97

０ 10㎝

－ 52 －



遺構外出土遺物観察表（第 35・36 図）

第 36 図　遺構外出土遺物実測図 ⑵

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

93 土師器 坏 ［12.0］（3.8） － 長石・石英・赤色
粒子・針状物質 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き 表土 10％

94 土師器 坏 － （3.3） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 内面ヘラ磨き　外面墨書「□」 表土 ５％　PL ９

95 土師器 坏 － （3.3） － 長石・石英・
針状物質 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き　外面墨書「□」 表土 ５％

96 土師器 坏 － （3.6） － 長石・石英 にぶい橙 普通 内面ヘラ磨き　外面墨書「大ヵ」 表土 ５％　PL ９

98 土師器 高台付坏 ［14.0］（4.0） － 長石・石英・
針状物質 にぶい橙 普通 体部外面下端回転ヘラ削り　内面ヘラ磨き 表土 10％　PL10

99 須恵器 高台付坏 － （3.1） ［7.0］ 長石・石英・雲母・
針状物質・細礫 にぶい赤褐 普通 底部周辺ヘラ削り後高台貼付　ヘラ記号 表土 20％

木葉下窯産
100 土師器 蓋 － （1.7） － 長石・石英 にぶい黄褐 普通 内面ヘラ磨き 表土 ５％

101 須恵器 長頸瓶 － （3.5） － 長石・石英 褐灰・暗褐 普通 外・内面ロクロナデ　外面自然釉 表土 ５％

Ｑ５

Ｑ９

Ｑ６
Ｑ７

Ｑ８

０ ３㎝

０ 10㎝

－ 53 －



番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ５ 石核 3.8 4.7 1.9 37.1 瑪瑙 自然面残存 SI ４覆土中

Ｑ６ 剥片 6.6 4.3 1.3 32.1 頁岩 表土

Ｑ７ 磨製石斧 6.1 2.6 1.4 29.4 安山岩 片刃　全面研磨 表土 PL10

Ｑ８ 敲石 11.5 4.6 3.7 228.5 安山岩 片端部に敲打痕 表土 PL10

Ｑ９ 砥石 （10.3） 6.6 4.0 （278.4） 石英斑岩 砥面３面　他は破断面 表土 PL10

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

97 陶器 碗 － （3.4） － 緻密
にぶい黄橙 外・内面ロクロナデ 灰釉 猿投窯 表土 ５％　PL10

102 陶器 鉢 － （6.6） －
長石
灰黄（断面）
暗オリーブ（釉）

桜と雲の画花文 織部釉 瀬戸美濃 表土 ５％

103 陶器 甕 － （5.0） － 長石・石英
にぶい赤褐 外・内面ロクロナデ 常滑窯 表土 ５％

104 陶器 甕 － （5.3）［15.8］長石・石英
赤褐 外面ヘラナデ 常滑窯 表土 20％　PL10

－ 54 －



１　はじめに

　今回の調査で，縄文時代の陥し穴２基，平安時代の竪穴建物跡５棟，井戸跡１基，時期不明の火葬施設１

基，土坑 59 基，溝跡 18 条，道路跡１条，ピット群６か所を確認した。遺物は，各遺構に伴う土師器や須恵

器の他に，墨書土器や管状土錘，鉄製紡錘車などが出土している。ここでは，下大賀遺跡における集落の様

相と，墨書土器，井戸跡の様相について若干の考察を行い，まとめとしたい。

２　平安時代の竪穴建物跡について

　今回の調査で確認できた竪穴建物跡は５棟である。調査区域は A ～ C 区までの南北に細長い 3,734㎡であ

る。この調査区域の南側の A 区から北側の C 区の間で確認できた竪穴建物跡は，調査 C 区北端の５棟だけ

である。第１～４号竪穴建物跡は，規模が約３m の方形状のもので，第２号竪穴建物跡が北竈，その他は東

竈をもつ竪穴建物跡である。時期はいずれも出土土器から９世紀後葉に位置付けられるものである。第５号

竪穴建物跡は，規模が約５m の方形のもので，他の竪穴建物跡より規模が大きく，北側に竈をもち，時期は

９世紀前葉に位置づけられる。当竪穴建物跡は南東部の一部が調査区域外になるが，４か所の主柱穴と東西

の壁際に２か所ずつ補助的な壁柱穴のある竪穴建物跡と想定できる。主柱穴のうち南東の１か所は調査区域

外で不明だが，南西側の１か所は壁際に作られており，南東の柱穴もおそらく壁際に作られていると推測で

き，南側の２か所の主柱穴は壁際に作られている。

　このような壁際に柱穴をもつ竪穴建物跡については，当遺跡周辺の遺跡をみてみると，第 37 図のような

状況である１）。図は，時期と柱穴の配置状況により分類したものである。大きく２つに分けられ，一つは，

一般的な竪穴建物跡にみられるように４か所の主柱穴を床面にもち，補助的な壁柱穴を備えるもので，Ａ類

とする。もう一つは，主柱穴が壁に作られ，さらに補助的な柱穴を備えるもので，Ｂ類とする。これらを時

期別に概観してみると，８世紀代は，Ａ類が１・２の源氏平遺跡の２棟と，３の鹿島台遺跡の１棟で確認で

きる。いずれも４か所の主柱穴を床面に構築し，竈脇に補助的な壁柱穴をもつものである。また，鹿島台遺

跡については南壁に竈脇の壁柱穴と対になる壁柱穴を構築するものである。Ｂ類については，４の東原遺跡

で１棟，５の鷹巣遺跡で１棟確認できる。東原遺跡のものは竈脇に２か所とそれに対をなす南壁に２か所の

柱穴を作り，それを主柱穴とするものである。鷹巣遺跡のものは，東西の壁に３か所ずつ柱穴を作り，コーナー

部の４か所を主柱穴とし，その間の柱を補助的な柱穴とするものである。次に９世紀代についてみてみると，

９世紀前葉は，Ａ類の６の下大賀遺跡のものが１棟あるのみである。床面に４か所の主柱穴を構築するもの

だが，南側の２か所が壁際に作られ，東西に２か所ずつ補助的な壁柱穴を作るものである。９世紀中葉では，

Ａ類のものが７の藤前遺跡で１棟，８の久保山遺跡で１棟確認できる。藤前遺跡のものは，４か所の主柱穴

と竈脇に２本の補助的な柱穴を備えるものは源氏平遺跡と変わらないが，西側と南側の壁に計 10 か所の補

助的な柱穴をもつものである。久保山遺跡のものは鹿島台遺跡と同じ構造だが，西側に補助的な壁柱穴がな

いものである。Ｂ類のものは９・10 の鷹巣遺跡の２棟が確認できる。９の第２号竪穴建物跡は５の第 19 号

竪穴建物跡と変わらないが，10 の第３号竪穴建物跡は北側の２か所が竪穴外に作られることに特徴がある。

次に９世紀後葉では，Ａ類はなく，Ｂ類で 11 の北郷Ｃ遺跡で１棟，12 ～ 15 の鷹巣遺跡の４棟で確認できる。

北郷Ｃ遺跡のものは，４の東原遺跡と同じ構造のものであるが，規模はＡ類の大きさである。鷹巣遺跡のも

　　　第４節 ま と め
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第 37 図　壁柱穴を伴う竪穴建物跡分類図
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のは，柱穴数が減少しバラエティ豊かになる。12 の第 17 号竪穴建物跡は，５や９と同じ構造だが，東側が

２か所の柱穴になる。13 の第 20 号竪穴建物跡は柱穴の配置が不規則で，壁よりやや外側に構築されるもの

である。14 の第 15 号竪穴建物跡は，東・西・南壁の中央に各１か所ずつ柱穴をもち，北側は竈煙道部脇に

つくられる変則的なものである。15 の第 16 号竪穴建物跡は４つのコーナー部に柱穴を持つものである。

　時期ごとにＡ・Ｂ類の竪穴建物跡についてみてきたが，規模についてみてみると，Ａ類は，３の鹿島台遺

跡が 4.22 × 3.76 ｍと少し小規模になるが，その他はほぼ５～６ｍの方形のもので大きくなる。Ｂ類で，11

の北郷Ｃ遺跡のものが約５m の方形で A 類の大きさになるが，その他はほぼ３ｍ前後の方形のものである。

Ｂ類のものは，奈良・平安時代にみられる一般的な竪穴建物跡の規模と同等であり，柱穴を壁際に備えるこ

とで居住空間を広く利用するためと考えられる。Ｂ類において東原遺跡，北郷 C 遺跡を除けば，他は鷹巣

遺跡から確認できるものである。鷹巣遺跡は，奈良・平安時代の竪穴建物跡 23 棟が確認されており，その

うち９棟が壁柱穴をもつもの，10 棟が壁外に柱穴をもつもの，３棟が床面に柱穴をもつもの，１棟が柱穴

をもたないものである。23 棟中 19 棟が壁か壁外に柱穴をもつもので，この集落の特徴と考えられる。この

ことからＢ類は一般的な集落の竪穴建物跡としてとらえ，生活空間を最大限に利用しようとしたものと思わ

れる。Ａ類は，集落の中でも１～２棟の確認例であること，他の竪穴建物跡と比べて規模が大きくなること

を考えると，集落の中における特別な存在が考えられる。豪族居館や居宅のような大規模なものではないが，

それに準ずる階級の建物跡と想定できるのではないだろうか２）。

　次に，当遺跡の竪穴建物跡のそれぞれの位置関係をみてみる。第１号竪穴建物跡と第２号竪穴建物跡が一

番南側に位置している。それより北約 10m のところに第３・４号竪穴建物跡が位置している。そこから北

に約 15m のところに第５号竪穴建物跡が位置する。細長い調査区域内で確認できたことだが，この５棟の

竪穴建物跡より南側には建物跡に関する遺構は確認できていない。このことから集落の南端部にあたる建物

群であることが推測できる。しかしながら，調査区域西側や東側にも存在する可能性があり，今後の調査に

よって下大賀遺跡における集落の様相があきらかになることを期待したい。

３　「馬長」銘の墨書土器について

　墨書土器は，今回の調査で，破片資料を含めて墨書土器が 18 点出土している。その内訳をみると，18 点

全て土師器に墨書され，墨書される箇所についてみると体部外面に墨書されているものが 15 点，底部外面

に墨書されているものが２点，体部外面と底部外面の２か所に墨書されているものが１点である。その内判

読できたものは，第３号竪穴建物跡から出土した「得宅内」，第５号竪穴建物跡から出土した「廣得」「馬／

□長」「馬長」の４点である。「得宅内」「廣得」は，土師器坏の体部外面に横位で墨書されている。「馬／□長」は，

土師器高台付坏の体部外面正位に「馬」が，底部外面に「□長」が墨書されている。「馬長」は土師器高台

付坏の底部外面に墨書されている。第５号竪穴建物跡から出土している「廣得」は，名前の可能性が高い。「廣

得」を名前とするならば，第３号竪穴建物跡から出土している「得宅内」は，この「廣得」の邸宅内のもの

という意味を表していると考えられるが，第５号竪穴建物跡は９世紀前葉，第３号竪穴建物跡は９世紀後葉

に位置付けられるので，直接的な関連性は言い難い。

　次に「馬／□長」「馬長」の墨書土器であるが，「馬」と書かれている墨書土器は全国で 36 点出土しており３），

そのうち「馬長」と書かれているのは，静岡県浜松市伊場遺跡からと当遺跡出土のものだけである。また，

長を表す文字例で，馬に関連すると思われるものは，茨城県内では笠間市安居東平遺跡から出土している，

土師器高台付坏の底部に「騎兵長・十」と墨書されているものと４），埼玉県川越市八幡前・若宮遺跡から出
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土している「驛長」の２点だけである５）。「騎兵長・十」は，騎兵の統括者の職名と考えられ，十はその騎

兵の数（十騎で一単位）を表しているとしている６）。この墨書土器の出土地点から北東約 1.5㎞のところに

古代官道とされる五万堀古道が確認されている７）。「驛長」は，駅家に関するものと考えられ，近くに東山

道の駅家を想定している８）。いずれも古代駅伝制に係る資料として注目されている。

　古代駅伝制は中央集権を機能させようとして都と地方を結ぶ連絡用の道路として整備が行われた。駅制は，

全国に七道が設けられ，大路・中路・小路に分けられ，30 里（約 16㎞）ごとに駅家を設置し，大路の駅家

には駅馬 20 疋，中路の駅家には 10 疋，小路は５疋を置くよう定められていた。伝制は，公用の旅行者に対

して宿泊と食料を供給する制度であり，原則として郡家がその供給を行っていた。しかしながら，郡家が必

ずしも駅路沿いにあるとは限らないので，駅路とは別に郡家間を結ぶ道があったとされている９）。

　下大賀遺跡が所在する地域は，吉田東伍著『増補大日本地名辞書』において田後駅の場所に比定されてい

るところである 10）。『日本後紀』弘仁３（812）年の条に，小田・雄薩・田後の３駅が設けられたことが記

されている。また『延喜式』兵部省諸国駅伝馬条には「常陸国駅馬　榛谷五疋，安侯駅二疋，曾禰五疋，河

内，田後，山田，雄薩各二疋。／伝馬　河内郡五疋」と記載され，田後駅は駅路が再編されたときに設置さ

れた新たな駅である。その場所については諸説あり，吉田東伍氏は那珂市下大賀および静，常陸大宮市下村

田付近を推定しているが，現在有力な比定地としては，常陸太田市薬谷である 11）。ここは長者屋敷遺跡があ

る場所で，発掘調査によって「久寺」の墨書土器が出土したことから寺域の一部と考えられている 12）。周

辺では焼米や瓦が出土していることから久慈郡家が想定され，焼米が出土する地点は郡家の正倉の可能性が

あり 13），田後駅の駅家もこのあたりに推定されている。下大賀遺跡では，駅家に関する遺構は未発見であり，

現段階では常陸太田市薬谷の地が有力である。

　また，当遺跡から玉川沿いに約 3.6㎞上流の常陸大宮市上村田小中遺跡では，「丈」の焼印が出土しており，

報告書において「印面は８㎝と大きく，木製品などに押したと考えるより牛馬におすための烙印ではないか

と考えられる」とし，『延喜式』に載せられている田後駅と関連して「小規模ながら公牧，あるいは私的な

牧の存在を考えることができるのではないだろうか」として，牧の存在が想定されている 14）。

　また，墨書土器ではないが馬長に関する文字で，熊本県宇城市豊野町に所在する浄水寺跡に残る古碑４基

のうちの一つに，燈樓の竿部分があり，この石碑には燈樓建立の趣旨の「奘善和上／御願造奉／燈樓一基／

延暦廿年／七月十四日／真上日乙／肥公馬長／化増藥蘭」の銘文が鐫刻されている。延暦廿（801）年七月

十四日の紀年銘もあることから，平安時代の古碑として貴重な資料である 15）。奘善和上の願いで燈樓一基 

を造ったもので，末尾に３名の人物名がある。このうち真上日乙と肥公馬長は，在地有力者と考えられており， 

馬長というのはある一定の階級の人物であることが想定されている 16）。その他に，正倉院文書のなかに「□

眞髪部酒刀自賣，年伍拾玖，　　丁女／ 奈女，年伍拾肆，　　丁女／男占部嶋継，年貮拾壹，　

　中男／ 馬長，年拾伍歳，　　小男／女占部嶋女，年貮拾捌，　　丁女（以下略）」と戸籍の記載がみ

られ 17），馬長は名前であることが確認できる。また，向坂鋼二氏は，伊場遺跡の大溝から北東に分流する枝

溝から出土した「馬長」の墨書土器について，「伝馬を預かる長のことを「馬長」といったのではなかろうか」

としている 18）。渡辺晃宏氏は，同じく伊場遺跡から出土した「馬長」銘の墨書土器について「これを駅長と

して解釈するのは難しく，職名である保証はない。単なる人名ウマオサの可能性も否定できないだろう」と

述べている 19）。『厩牧令』や『倭名類聚抄』などにも馬長とする職名は記載されていないことや戸籍のなか

に人名としてみられることから，「馬長」は人名である可能性が高い。

　以上のことから，当遺跡で出土した「馬長」の墨書土器は，人名であることが想定できる。また墨書土器
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が出土した第５号竪穴建物跡も他の４棟と比べて規模が大きいことから，馬を管理する人物で，郡家あるい

は駅家に馬を供出していたのか，あるいは牧などを管理していた比較的地位の高い人物であることも考えら

れる。しかし，現時点では集落の一端を確認したに過ぎず，今後の調査による類例の増加に期待したい。

４　井戸跡について

　当遺跡において，調査 A 区の中央部で井戸跡１基を確認した。規模は，確認面での径が 2.88m の円形で，

深さが 4.5m である。土層図から，中心部幅 1.2m で深さ 1.75m のところまで漏斗状に掘り込み，そこより

下部は長径 0.95m，短径 0.81m の円筒形で，深さ 2.75m まで掘り込まれている。また，深さ 1.75m のところ

までは，中心部径の両脇が版築状を呈する堆積状況を示しており，井戸使用時は内部に木組みの枠板が構築

されていた可能性が考えられる。井戸の廃絶とともに木枠は取り払われたものと考えられる。下層からは，

須恵器甕が割れた状態で出土している。人為的に埋め戻されていると考えられ，出土した須恵器甕は，埋め

戻しの過程で投げ入れられたものと考えられる。

　調査 C 区北部で竪穴建物跡５棟が確認されており，ここを集落の南端と捉えると，井戸施設はそこより

約 250m 南に位置する。生活に必需である水の確保は，建物跡に比較的近い場所へ設置されるはずである。

今回の井戸の場所については，特別な意図があって離れた場所に設置されたのか，あるいは井戸西側や東側

に集落が展開されるものと考えられる。特別な意図の場合，祭祀的なものも考えられるが，前述した「驛長」

銘の墨書土器が出土した埼玉県川越市八幡前・若宮遺跡において大形の井戸が確認されており，公に管理さ

れた井戸ではないかと指摘されている 20）。この井戸は，平面規模が南北 7.0m，東西 6.2 ｍを測り，深さは 4.5

ｍである。径 80 ～ 100㎝の円筒形の外周に，漏斗状の掘り方や段状のスロープを配したいわゆる「マイマ

イズ井戸」と呼ばれる井戸で，構築後少なくとも２回の改修が行われているとされている。この井戸につい

ては，「国府にみられる大形の「降り井戸」の形態を踏襲し，また，桧扇・木皿等の出土遺物の構成が国府

例によく似ていること，帳簿木簡が出土していることから，「公に管理された井戸」ではないか」と考えら

れている。東山道の古代支路が近くに想定され，駅家の存在も指摘されていること，官衙的というのみなら

ず，国府からの交通路に因むものともされている。８世紀前葉に構築され，９世紀末から 10 世紀初頭ごろ

に終末を迎えている 21）。この八幡前・若宮遺跡の井戸と比べると，当遺跡で確認された井戸は一般的な井

戸として作られたものに分類されるであろう。また，当遺跡の井戸より南側に道路状遺構が確認されており，

出土遺物もなく時期が特定できないが，交通路と井戸との関係からこのような集落から離れた場所に作られ

たのかも知れない。当遺跡が古代駅路から離れていることを考えると，交通路に想定されるのは支路に準ず

るものか，あるいは，当遺跡西側の約 1.5㎞に，常陸国二ノ宮に挙げられる式内社の静神社が鎮座しており，

この静神社へ繋がる道とも考えられる。残念ながら道路状遺構は，調査区域の南端の一部分でしか確認でき

ず，東西方向にどのように広がるのか不明である。井戸の立地状況を考えると，今後の調査において集落の

広がりと交通路について明らかになることを期待したい。

５　おわりに

　以上のように，下大賀遺跡における集落跡の様相と「馬長」銘墨書土器，井戸跡について若干の考察を行っ

てみた。調査区域が細長く限られていることから推定の域を出ないが，集落跡の境界が想定できた。また，「馬

長」の墨書土器及び竪穴建物跡の構造と規模から，在地有力者の可能性と古代駅伝制にかかわる集落跡の可

能性が考えられる。また，井戸の立地状況から今回確認できた集落跡とは別の集落跡が存在する可能性があ
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第 38 図　遺構全体図
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出土遺物集合
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下大賀遺跡 集落跡 縄 文 陥し穴 ２基 平安時代の第

5 号竪穴建物
跡から「馬／
□長」「馬長」
の墨書土器が
出土。

平 安 竪穴建物跡
井戸跡

５棟
１基

土師器（坏・高台付坏・高台
付皿・鉢・甕・甑），須恵器（坏・
蓋・壺・瓶・甕），灰釉陶器
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敲石・砥石），剥片

要 約 平安時代の竪穴建物跡を５棟確認した。建物跡は調査区域北部に集中しており，集落の南端
部と考えられる。第５号竪穴建物跡は壁柱穴をもつ建物跡で，他の竪穴建物跡に比べて大形
で，「馬長」の墨書土器が出土していることから，在地の有力者などの高い地位の人物の建
物であったことが想定される。また，調査区域南部で井戸跡１基を確認した。
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